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行間

よもやま

日記

まちの

話題

目次……………………………

Ｉ岡崎観光夏まつり

■シビックセンター(仮称)建設着工／コミュニ

　ティバスを実験運行／ニューポートビーチへ

　親善訪問

麗介護保険の認定者数

ｌ市長の随想

・２年ぶり東京ドームヘノふれあいの教育ノス
　ポ・レクに挑戦／不用図書をリサイクル

まちの　皿岩津ブロックノ駒立ぶどう狩り

特派員だより矢作ブロック……'矢作橋駅の周辺

サークル皿ボランティアグループ「友」

探訪

市民発　・まちの情報

お知らせ囮催し・講座・募集・相談・手続き・その他

保健　　固8月の日程

だより

哀表紙　函「ギャラリー」「休日緊急当直医師」

ふれあいドーム岡崎

４月21日にオープンした「ふれあいドーム岡崎」

が大変賑わっています。いろいろな催しも企画さ

れていますので、一度足を運んでみてはいかがで

しょうか。

営業時間：午前９時～午後６時

休業日：毎週水曜日（水曜日が祝日の場合翌日）
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15／土　企画展「クントゥル･ワシ神殴のm掘」（市美術博物館､～９

　　　　月3 ロ)

15／日　花火大会さ敷売り出し（中央総合公園、午前9時～）

　　　　企画展「学ぼう！遊ぽう! みんなのワンダーランド　こど
　　　　も大陣覧会2000展一唐渾コレクション特別展－」（おかざき

　　　　lit-5^

17／月
-
18／火
-
19／水

20／木

21／金

22／土

23／日

24／月

市立小中学校1学刈終業式

岡崎市戦没者及び戦災死者追悼式（市民会館、午前11時～）

海の日

福祉の村夏まつり(福祉の村、午後5時～)

リサイクルの日（リサイクルプラザ、午前9時~午後4時）

25／火　農遊館朝市（おかざき農遊館、午前8時30分～）

26／水

27／木

28／金

29／土　市民大学mm (市民会館、午後2時～）

30／日

31／月

8・1／火

2／水

3／木
-
4／金
-
5／土

五万石おどり（市道伝馬町線・飛田公園周辺、午後7時～)

五万石みこし（市道伝馬町線･龍田公園周辺､午後6 時35分～）

花火大A. （乙川殿If
"I下流・欠作川河畔、午後7時～）

6／日

7／月

8／火　^遊館朝市（おかざき農遊館、午前8時30分～）

9／水
-
10／木
-
11／金
-
12／土
-
13／日
-
14／月

凪=5 f% F＼
§ 市政だよりおかざきは、エコマーク認定の再生紙

に、環境にやさしい大豆油インキで印刷しています。

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月15日●
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納
涼
ま
つ
り
広
場

寿
欝
イ
ペ
ン
瓦
見

　
　
　
―
＝

　
江
戸
時
代
の
文
化
と
活
気
を
肌
で
感
じ

る
広
場
「
三
河
小
町
」
が
、
岡
崎
郵
便
局

跡
地
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

８
月
３
日
木

・
正
午
～
午
後
２
時
ノ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
午
後
２
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
／
伊
賀
流

忍
者
教
室
「
忍
者
の
知
恵
を
学
ぼ
う
／
・
」

・
午
後
４
時
～
４
時
3
0
分
／
未
来
戦
隊
タ

イ
ム
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
（
午
後
７
時
か

ら
脆
田
公
園
に
て
同
シ
ョ
ー
）

・
午
後
７
時
3
0
分
～
８
時
ノ
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
シ
ョ
ー

８
月
４
日
金

・
午
前
1
0
時
～
午
後
Ｏ
時
3
0
分
／
市
内
保

育
園
児
に
よ
る
鼓
簡
演
奏
な
ど

・
午
後
２
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
／
伊
賀
流

忍
者
教
室
「
忍
者
の
知
忠
を
学
ぼ
う
／
」

・
午
後
４
時
～
４
時
3
0
分
ノ
ポ
ケ
ッ
ト
モ

ン
ス
タ
ー
シ
ョ
ー
（
午
後
７
時
か
ら
脆
田

公
園
に
て
同
シ
ョ
ー
）

・
午
後
７
時
3
0
分
～
８
時
ノ
サ
ン
バ
チ
ー

ム
シ
ョ
ー齢　魚町
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時
間
／
午
後
６
時
3
0
分
１
９
時
3
0
分

場
所
／
市
道
伝
馬
町
線

　
　
　
　
（
太
陽
緑
道
～
康
生
通
東
）

◆
五
万
石
み
こ
し
・
山
峯

　
出
発
予
定
時
間
（
邸
発
場
所
）
／

　
　
午
後
６
時
3
5
分
（
太
陽
緑
道
）

　
参
加
者
／
約
3
2
団
体
、
約
二
千
百
人

◆
サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド

　
出
発
予
定
時
間
（
出
発
場
所
）
／

　
　
午
後
６
時
5
0
分
（
太
陽
緑
道
）

　
参
加
者
／
約
4
0
人

　
　
〈
前
日
が
雨
天
の
場
合
〉

　
　
　
五
万
石
お
ど
り

　
　
　
　
午
後
６
時
3
0
分
～
７
時
3
0
分

　
　
　
サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　
午
後
７
時
3
5
分
～
８
時
1
0
分

　
　
　
五
万
石
み
こ
し

　
　
　
　
午
後
７
時
3
5
分
～
９
時
3
0
分

　
　
　
　
（
伝
馬
通
五
丁
目
～
康
生
町
北
）

◆
音
楽
パ
レ
ー
ド

　
時
間
／
午
後
６
時
～
７
時
（
雨
天
中
止
）

　
内
容
／
市
内
小
学
生
に
よ
る
吹
奏
楽
パ

　
　
　
　
‘
レ
ー
ト
な
ど

◆
五
万
石
お
ど
り

　
時
間
／
午
後
７
時
～
９
時
（
雨
天
順
延
）

　
曲
目
／
五
万
石
お
ど
り
、
竹
千
代
音
頭

　
参
加
者
／
約
3
3
団
体
、
約
三
千
百
人

時
間
／
午
後
５
時
～
９
時
3
0
分

場
所
／
龍
田
公
園
及
び
伝
馬
通
沿
道

◆
ス
テ
ー
ジ
（
龍
田
公
園
内
）

　
　
〈
３
日
午
後
７
時
か
ら
〉

　
　
未
来
戦
隊
タ
イ
ム
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー

　
　
〈
４
日
午
後
７
時
か
ら
〉

　
　
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
シ
ョ
ー

　
※
　
そ
の
ほ
か
、
両
日
と
も
趣
向
を
凝

　
　
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
開
催
。

◆
広
場

　
※
　
う
ち
わ
の
無
料
配
布
、
フ
リ
ー
マ

　
　
ー
ケ
ッ
ト
、
露
店
、
商
店
街
の
各
種

催
し
な
ど
。
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第
5
2
回
花
火
大
会

―‐
花
火
大
会
鑑
賞
’
ｎ
中
総
－

/ ／

開
催
有
無
の
決
定
は
…

ｉ
－

お
と
り
・
み
こ
し
・
花
火
大
会

い
ず
れ
も
当
日
の
午
前
1
1
時

確
認
は
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
　
（
な
お
、
同
番
号
で
、
夏

ま
つ
り
の
案
内
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
）
。

萱
2
2
◆
7
7
7
7

メ
ニ
ュ
ー
番
号
6
0
0

Ｏ

w●

　●

f
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・

１

…

’

．
一

ｒ

・
　

ヾ

時
間
／
午
後
７
時
～
９
時
3
0
分

場
所
／
乙
川
（
殿
橋
下
流
）
河
畔
、

　
　
　
矢
作
川
河
畔

内
容
／
仕
掛
花
火
約
二
十
基
、
打
上
花
火

　
　
　
約
二
万
発
・
：
愛
知
県
選
抜
百
花
園

　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
（
ス
タ
ー
マ
イ
ン
）

　
　
　
や
五
号
玉
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
（
創

　
　
　
作
花
火
）
の
ほ
か
、
十
号
玉
、
メ

　
　
　
ロ
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
。

時
間
／
午
後
６
時
～
９
時
（
飲
食
物
販
売
）

場
所
／
中
央
総
合
公
園
多
目
的
広
場
駐
車
場

内
容
／
屋
台
、
移
動
販
売
に
よ
る
飲
食
物

　
　
　
の
販
売

　
詳
し
く
は
、
中
央
総
合
公
園
運
営
管
理

協
会
（
a
2
5
・
7
8
8
7
）
ま
で
。

－
　
　
１

・
・
一

’
一

こ，●●～
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シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
設
着
工

　
羽
根
町
字
北
乾
地
（
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
の
北

約
五
百
μ
）
に
て
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
（
仮
称
）
の
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。

　
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造
、
地
上
六
階

地
下
一
階
、
建
築
面
積
一
、
九
二
二
平
方

メ
ー

延
べ
床
面
積
七
、
八
九
二
平
方
μ
で
、

岡
崎
支
所
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ル

　
（
四
二
五
席
）
な
ど
を
配
置
し
、
平
成
十

四
年
一
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
現
在
建
設
中
の
国
の
岡

崎
地
方
合
同
庁
舎
と
一
体
で
整
備
し
て
、

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
計
画
の
一
つ
の

核
と
な
る
シ
ビ
ッ
ク
交
流
拠
点
を
形
成
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
交
流
拠
点
で
は
。

　
「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」
、
「
地
域
社
会
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
」
、
「
環
境
と
の
共

生
」
を
概
念
に
し
て
、
窓
口
業
務
の
効
率

化
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
利
便

性
の
向
上
も
図
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン

ト
や
憩
い
・
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
の
交
流

広
場
や
駐
車
場
な
ど
、
人
々
が
集
ま
る
魅

力
を
持
ち
、
地
区
令
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

先
導
す
る
施
設
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

●

中心市街地対覧

　豊23・660:
　　－-一一一一

実験バス路線図
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

実
験
運
行
し
ま
す

間鶏

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
は
、
街
な
か
を

循
環
し
て
、
皆
さ
ん
が
気
軽
に
利
川
で
き

る
よ
う
に
細
い
道
で
も
通
る
こ
と
の
で
き

る
小
型
の
バ
ス
で
す
。

　
こ
の
実
験
は
、
中
心
市
街
地
へ
の
集
客

と
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
交
通
手
段
と
し

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
可
能
性
を
検

討
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　
実
験
路
線
で
は
、
バ
ス
停
を
概
ね
二
百

五
十
肩
間
隔
で
十
九
ヵ
所
に
設
置
す
る
予

定
で
す
。
期
間
中
、
バ
ス
の
運
行
と
合
わ

せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
も
行
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
主
な
経
由
地
　
康
生
通
・
康
生
町
・
板

屋
町
・
中
岡
崎
町
・
材
木
町
・
池
田
町
・

伝
馬
通
・
梅
園
町
・
亀
井
町
・
六
供
町
・

能
兄
町
・
松
本
町
な
ど

　
宣
伝
運
行
期
間
（
予
定
）
　
平
成
十
二

年
九
月
十
一
日
側
～
十
五
日
励

　
実
験
運
行
期
間
（
予
定
）
　
平
成
十
二

年
九
月
十
六
日
出
～
十
一
月
十
九
口
㈲

　
発
着
地
　
康
生
通
西
四
丁
目
（
岡
崎
城

下
三
河
小
町
前
）

　
運
行
間
隔
と
運
行
時
間
四
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｕ
二

十
分
間
隔
（
一
時
間
に
三
本
）
□
厠
囮
－

始
発
午
前
八
時
　
終
発
午
後
八
時
二
十
分

　
運
賃
　
一
乗
車
百
円
（
宣
伝
運
行
期
間

及
び
未
就
学
児
の
ご
利
用
は
無
料
で
す
）

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
へ

親
善
訪
問

　
六
月
十
九
日
、
市
役
所
で
岡
崎
市
中
学

生
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
親
善
訪
問
使

節
団
の
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
派
遣
は
、
昭
和
五
ト
ヒ
年
に
始
ま

り
、
今
年
で
十
九
回
目
。
中
学
三
年
生
四

人
と
教
師
二
人
が
十
月
二
日
か
ら
ト
日
間

の
‐
程
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
訪
問

な
ど
を
経
験
し
ま
す
。

６

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月l5日Q
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3,705人

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険

　
今
年
の
四
月
か
ら
介
護
保
険
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
は
、
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
、
老
後
の
不
安
を
取
り
除

き
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
制
度
で
す
。

　
　
「
三
千
七
百
五
人
」
。
こ
の
数
字
は
、

岡
崎
市
の
介
護
保
険
被
保
険
者
の
う
ち
五

－
Ｌ

o

m
ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ

　
淳

　
’
Ａ
ド

ｰ
＊
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
＞
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貧

ここ、

FI

　
　
●

月
末
現
在
で
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
の
数
で
す
。
そ
の
内
訳
は
、

要
支
援
が
三
八
九
人
、
要
介
護
一
が
八
二

一
人
、
要
介
護
二
が
七
二
七
人
、
要
介
護

三
が
六
三
六
人
、
要
介
護
四
が
六
二
三
人
、

要
介
護
五
が
五
〇
九
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
高
齢
者
人
口
（
六
十
五
歳
以

上
）
は
四
万
三
千
八
百
八
十
八
人
で
、
総

人
口
に
占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
一

二
・
九
四
Ｕ
で
す
。
全
国
の
高
齢
化
率
一

六
・
八
一
ぴ
と
比
較
す
れ
ば
低
い
で
す
が
、

平
成
二
十
二
年
に
は
一
八
・
三
八
Ｕ
に
な

る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
介
護
の
必

要
も
な
く
暮
ら
す
こ
と
が
理
想
で
す
。
し

か
し
、
心
身
に
支
障
を
生
じ
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
は
、
「
要
介
護
認
定
中

　 四

M 4
a●．

請
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
を

す
れ
ば
認
定
結
果
が
出
る
前
で
も

暫
定
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
認
定

結
果
が
届
く
と
申
請
日
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
は
、
介
護
保
険
課
（
a
2
3
・
6

6
4
5
）
ま
た
は
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
介
護
保
険
制
度
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
地
域

説
明
会
を
七
月
十
八
日
か
ら
開
催

し
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い
会
場

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
（
日
程
な

ど
は
市
政
だ
よ
り
の
七
月
一
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

｜

｜第418回

岡
崎
城
下
　
三
河
小
町

　
　
　
市
ｎ
々
根
猿
大

　
七
日
一
二
ト
二
日
、
康
生
通
西
の
川

岡
崎
郵
便
局
跡
地
に
「
岡
崎
城
ド
三

河
小
町
」
が
「
ま
ち
開
き
」
を
す
る
。

　
白
壁
と
黒
塗
り
の
板
壁
な
ど
、
古

風
な
佇
ま
い
が
建
設
中
か
ら
目
を
引

き
、
何
か
で
き
る
の
か
と
多
く
の
か

た
か
ら
お
問
い
介
わ
せ
い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
三
河
小
町
を
言
一
‥
で
申
し
上

げ
れ
ば
「
江
戸
風
の
現
代
生
活
お
休

み
処
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

　
車
社
会
の
進
展
に
よ
り
人
目
や
商

業
施
設
が
郊
外
で
発
展
し
、
全
国
的

に
中
心
市
街
地
は
都
心
と
し
て
の
求

心
力
が
著
し
く
低
下
し
、
街
の
活
力

が
衰
退
し
て
い
る
。
岡
崎
市
で
は
、

魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
の
再
構
築
の

た
め
、
こ
の
三
月
に
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
計
画
を
具
体
化
す
る
に
は

数
年
を
要
し
、
且
つ
、
一
旦
途
絶
え

た
人
の
流
れ
を
元
に
戻
す
の
は
至
難

の
業
で
あ
る
。
故
に
に
ぎ
や
か
さ
を

創
出
し
、
計
画
ま
で
の
問
を
繋
ぐ
の

が
三
河
小
町
な
の
で
あ
る
。

　
三
河
小
町
の
内
容
を
ご
案
内
す
る

と
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

休
憩
所
を
は
じ
め
岡
崎
の
特
産
‥
四
を

並
べ
、
「
食
べ
て
」
「
飲
ん
で
」
「
兄
て
」

「
買
っ
て
」
一
‐
楽
し
く
遊
べ
る
江
戸

時
代
風
の
広
場
と
な
る
。
皆
さ
ん
に

は
、
普
段
着
で
気
楽
に
お
越
し
い
た

だ
き
た
い
。
現
代
人
に
と
っ
て
江
戸

　
　
　
　
　
あ
・
｀

情
緒
に
溢
れ
、
遊
び
心
。
杯
の
小
町

　
　
　
　
い
や

は
、
癒
し
の
場
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
過
日
、
出
店
者
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
有
り
難
い
こ
と
に
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
応
募
い
た
だ
い
た
。
積

極
的
な
ご
参
加
に
感
謝
巾
し
上
げ
た

い
。
ま
た
、
屋
外
の
舞
台
（
イ
ベ
ン

ト
広
場
）
と
旧
郵
便
局
地
ド
空
問
の

お
兄
せ
処
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
利
川
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
ち
ら
に
も
積

極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

三
河
小
町
は
約
三
年
間
の
仮
設
施

設
で
あ
る
・
期
問
限
定
で
あ
る
が
妬

に
可
能
で
大
胆
な
利
用
法
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
模
索
し
、
中
心
市
街

地
再
発
展
の
基
礎
に
「
小
町
の
時
代
」

あ
り
き
と
、
い
わ
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

１

才

惑

７



二
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、
東
京
ド
ー
ム
へ

　
試
合
に
勝
っ
た
瞬
間
、
応
援
席
で
は
歓

喜
の
声
が
ｈ
が
り
、
紙
テ
ー
プ
が
一
斉
に

グ
ラ
ン
ド
へ
投
げ
込
ま
れ
ま
し
た

八
日
、
岡
崎
市
民
球
場
で
行
わ
れ
た

都
市
対
抗
野
球
一
一
次
予
選
、
三
菱
自
動
車

-

ぎ弓x * －

岡
崎
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
逆
転
勝
ち
し
、

じ
列
ニ
ト
三
日
か
ら
開
催
の
全
国
大
会

（
束
京
ド
ー
ム
）
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
二
年
ぶ
り
、
二
回
口
と
な
る
ド
ー
ム
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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ふ
れ
あ
い
の
教
育

　
城
南
小
学
校
で
十
Ｌ
‐
、
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
出

際
理
解
教
育
を
意
図
し
て
、
親
子
で
つ
く

る
活
動
（
低
学
年
）
、
伝
承
遊
び
（
中
学
年
）
、

日
本
や
外
国
の
文
化
と
ふ
れ
あ
う
活
動

　
（
高
学
年
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
か
た
が
講
師
に

な
っ
て
お
于
に
を
作
っ
た
り
、
外
国
籍
の
児

童
の
お
母
さ
ん
が
講
師
に
な
っ
て
ブ
ラ
ジ

ル
の
お
菓
子
を
作
っ
た
り
す
る
授
業
に
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　？
、？ヽ

　
　
　
　
　
●

ス
ポ
ー
レ
ク
に
挑
戦

　
生
涯
を
通
じ
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ー

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
（
ス
ポ
ー
レ
ク
）
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
崎
中
央
総
合
公
園
一
帯
で
十
八
日
、

　
「
第
六
回
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
祭
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
巾
内
の
百
四
十
四
チ
ー
ム
、

約
千
五
百
人
の
参
加
噺
が
集
い
、

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や

タ
ス
ポ
ユ
ー
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど

の
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
、
健
康
的
な
暮

ら
し
を
心
が
け
て
い
き
た
い
も

の
で
す
ね
。

不
用
図
書
を
リ
サ
イ
ク
ル

　
十
七
目
と
十
八
目
の
両
日
、
市
立
図
書

館
で
不
用
図
書
（
蔵
書
）
の
リ
サ
イ
ク
ル

会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
て
不
川
に
な
っ

た
約
四
万
冊
近
く
を
放
出
。
児
童
書
か
ら

Ｗ
門
書
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
分
野
の
書

籍
が
皆
さ
ん
の
手
に
渡
り
ま
し
た
。

　
今
回
で
二
回
目
に
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
会

に
は
、
二
日
間
で
約
千
八
百
人
の
か
た
が

訪
れ
、
整
理
券
を
発
行
す
る
な
ど
を
し
て
、

職
員
が
対
応
に
追
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
盛
況

で
し
た
。



　^^R＠

立
ぶ
ど
う
狩
り

四
十
年
の
歩
み

岩
津
ブ
ロ
ッ
ク

鈴
木
久
美
子
さ
ん

　
岩
津
町
か
ら
束
へ
車
で
約
十
分
人
る
≒

　
「
ぶ
ど
う
の
里
」
駒
立
町
が
あ
り
ま
す
。

キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
ぶ
ど
う
順
か
ら
の
木
も

され

し　目

い　と

風緑

のい

中っ

　｀ぱ

楽い

しの

そ香

う　り

なに

笑そ

い　よ

声　ぐ

がや

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
「
駒
立
ぶ
ど

う
狩
り
」
も
今
年
で
四
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
四
十
年
間
、
ぶ
ど
う
と
と
も
に

歩
ま
れ
た
か
た
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
昭
和
ニ
ト
三
年
ご
ろ
、
そ
れ
ま
で
養
蚕

が
盛
ん
だ
っ
た
駒
立
も
、
化
学
繊
維
に
押

さ
れ
、
そ
れ
に
変
わ
る
仕
事
を
限
索
す
る

う
ち
、
地
質
に
あ
っ
た
ぶ
ど
う
の
栽
培
に

日
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
初
、
三
人
で
植
え
付
け
を
始
め
ま
し

た
が
、
五
年
後
に
は
栽
培
農
家
も
増
え
、
八

軒
と
な
り
共
同
出
荷
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

4ｉ‘11囃ｇJI;￥逗
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そ
の
こ
ろ
、
矢
作
で
は
「
イ
チ
ゴ
狩

リ
」

安
城
で
は
「
ナ
シ
狩
り
」
が
開
園

さ
れ
、
そ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
駒
立
に

も
「
観
光
遊
覧
農
場
」
を
作
ろ
う
と
、
山

梨
に
視
察
に
出
か
け
た
り
、
公
共
交
通
機

関
の
開
通
を
お
願
い
し
た
り
す
る
な
ど
、

束
奔
西
走
の
木
、
昭
和
三
ト
五
年
に
三
軒

で
「
駒
立
ぶ
ど
う
狩
り
」
を
開
喇
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ぶ
ど
う
狩
り
農
園
数
は
増

え
た
り
減
っ
た
り
し
て
、
現
在
で
は
十
軒

の
農
家
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
間
、
お
客
様
に
よ
り
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
に
は
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か

を
考
え
続
け
て
き

ま
し
た
。
種
な
し

品ぶ:
ど
う
の
栽
培
や

種
の
増
加
、
幽

内
遊
具
な
ど
の
整

備
、
駒
立
の
ぶ
ど

う
を
使
っ
た
ワ
イ

ン
や
ジ
ュ
ー
ス
の

製
造
・
販
売
な
ゲ

岩津フロック

常
に
進
展
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
、
四
十

川
年
記
念
の
い
ろ
い

ろ
な
催
し
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
四
十
年

の
歴
史
を
感
じ
な
が

ら
、
自
然
を
満
喫
さ

れ
て
は
い
か
か
が
で

し
、
ｔ
つ
か
。
甘
酸
っ

ぱ
い
ぷ
ど
う
と
さ
わ

や
か
な
風
が
出
迎
え

て
く
れ
ま
す
よ
。

作
橋
駅
の
周
辺

　
　
　
・
ｉ
＝

矢
作
ブ
ロ
ッ
ク

宮
嶋
美
智
子
さ
ん

　
皆
さ
ん
は
「
矢
作
橋
駅
」
と
い
う
駅
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
名
前
を
知
っ
て
い

る
と
い
う
か
た
は
結
俳
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
で
も
、
ど
の
駅
の
次
で
ど
こ
の

駅
の
手
前
な
の
か
ま
で
を
知
っ
て
い
る
人

は
意
外
に
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
で
今
回
、
地
元

大作ブロック

び
い
き
の
私
か
最

近
の
矢
作
僑
駅
の

川
辺
を
ご
案
内
し

ま
す
。

　
は
じ
め
に
紹
介

す
る
の
は
矢
作
交

答
の
こ
と
で
す
。

平
成
十
一
年
三
月

ニ
ト
九
‐
に
駅
の

東
隣
に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
交
番

は
、
国
道
Ｉ
‥
万
の
拡
張
工
事
が
八
帖
町
に

続
き
矢
作
地
区
も
始
ま
る
た
め
と
、
老
朽

化
に
よ
り
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
前
は
国
道
１
号
を
康
生
か
ら
名
古
屋
方

而
へ
走
っ
て
行
き
、
矢
作
僑
を
波
っ
た
左

側
に
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
中
に
は

　
「
そ
う
い
え
ば
あ
そ
こ
に
あ
っ
た
交
番
は

ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
思

っ
て
い
た
か
た
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
矢
作
橋
駅
の
そ
ば
に
あ
り

ま
す
か
ら
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
昼

問
は
閑
散
と
し
て
い
て
も
、
刺
と
夕
方
は

　
　
　
　
　
　
　
　
●

弘一
，　〃　　　－

‾‘　--？･･●－學t ●－w^゛^.－r

　
百
に
」
一
一

７
７
　
　
　
　
一

－・‾
■．λ‘

結
借
人
が
行
き
交
う
の
で
、
駅
前
に
交
番

が
で
き
て
か
ら
は
と
て
も
安
心
で
す
。

　
次
に
、
タ
ク
シ
ー
乗
場
が
駅
前
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
い
ち
い
ち
電
話
を
か
け
な

く
て
も
タ
ク
シ
ー
が
待
っ
て
い
る
の
で
非

常
に
便
利
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
こ
最
近
こ
の
地
区
に
も
開

発
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
が
姓
ち
、
人
目
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
国
道
１
号
拡
張
工

事
の
た
め
、
駅
川
辺
の
昔
か
ら
あ
る
お
店

や
古
い
民
家
が
次
々
と
姿
を
消
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
何
だ
か
少
し
寂
し
い
気
持
ち
に

も
な
り
ま
す
が
、
町
の
発
展
に
は
仕
方
な

い
こ
と
な
の
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
な
い
し
、

特
急
も
止
ま
ら
な
い
駅
で
す
が
、
地
元
の

み
ん
な
に
愛
さ
れ
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ

の
駅
が
私
は
大
好
き
で
す
。

市政だより……'おかざき2000年(平成12年)7月15日ｅ



代
表
／
杉
浦
み
や
子
（
豊

24

・
１
４
８
７
）

生
涯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て

親
交
を
深
め
て
い
ま
す

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
友
」
は
、

平
成
十
年
四
月
に
発
足
し
、
二
年
間
の
自

主
活
動
を
経
て
、
今
年
四
月
に
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
、
毎
週
月
曜
日
の
午
後
に

　
　
　
●

集
ま
り
、
布
を
使
っ
た
生
活
用
品
を
作
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
か
た
な
ど
の
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、

車
椅
子
介
助
を
し
た
り
、
施
設
の
お
手
伝

い
な
ど
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
杉
浦
み
や
子
さ
ん
は
、
「
会
員

は
十
五
人
と
す
こ
し
少
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
毎
週
の
活
動
に
は
十
二
、
三
人

の
人
が
来
て
く
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人

が
は
じ
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

人
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
定
期
活
動
で
は

エ
プ
ロ
ン
や
買
い
物
袋
、
腕
カ
バ
ー
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
●

と
い
っ
た
布
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
作

っ
て
い
る
と
き
は
い
ろ
ん
な
話
に
花
が
咲

き
ま
す
。
会
員
同
士
の
親
交
を
深
め
る
こ

と
も
で
き
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
。

　
作
っ
た
物
は
福
祉
施
設
へ
寄
付
し
た
り
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど
で
販
売
し
、

収
益
金
を
寄
付
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
か
た
も
遠
慮
し
て
い
る
と
思
う

の
で
す
が
、
『
こ
れ
が
ほ
し
い
。
あ
れ
が

ほ
し
い
』
と
言
っ
て
い
た
だ
く
と
、
何
を

作
る
か
悩
ま
な
く
て
も
い
い
し
、
製
作
に

張
り
が
出
て
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
明
る

く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

11

・
民
・
琴

●
テ
ニ
ス
教
室
欠
員
募
集

　
期
間
　
９
月
～
平
成
1
3
年
３
月
の

毎
週
木
曜
日
（
初
級
～
上
級
ク
ラ

ス
）
と
金
曜
日
（
初
級
、
初
中
級
ク

ラ
ス
）
午
後
７
時
～
８
時
3
0
分
／
場

所
　
中
央
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

／
対
象
　
市
内
在
住
在
勤
の
か
た
／

募
集
人
員
　
各
1
0
人
／
参
加
料
　
一

万
四
千
七
百
円
（
傷
害
保
険
料
を
含

む
）
／
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に

①
氏
名
②
性
別
③
年
齢
④
電
話
番
号

⑤
住
所
⑥
郵
便
番
号
⑦
職
業
⑧
希
望

ク
ラ
ス
⑨
経
験
年
数
を
記
入
し
、
〒

据
・
：
0
8
5
4
　
市
内
六
名
本
町
７

市
体
育
協
会
「
テ
ニ
ス
教
室
」
係
へ

／
申
込
期
限
　
８
月
７
日
側
必
着
／

問
い
合
わ
せ
先
　
吉
田
貴
志
公
2
2
◆

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　
小
学
生
ク
ラ
ス
／
日
時
　
９
月
２

日
倒
～
リ
　
　
月
2
3
日
出
の
土
曜
日
の
午

後
１
時
～
午
後
３
時
（
計
1
3
回
）
／

場
所
　
中
央
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
／
対
象
　
市
内
小
学
生
の
男
女

　
（
３
年
生
以
上
）
／
参
加
料
　
一
万

四
百
円
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

　
中
学
一
・
二
年
生
ク
ラ
ス
／
日
時

９
月
９
日
出
～
1
2
月
2
3
日
出
の
第
２
・

４
土
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時
（
計

８
回
）
／
場
所
　
乙
川
河
川
敷
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
／
対
象
　
市
内
中
学
―
・

２
年
生
の
男
女
／
参
加
料
　
四
千
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

　
両
ク
ラ
ス
共
通
／
募
集
人
員
　
各

4
0
人
／
内
容
　
ラ
ケ
ッ
ト
は
各
自
用

意
し
、
軽
装
で
テ
ニ
ス
シ
ユ
し
ス
を

使
用
／
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に

①
住
所
②
氏
名
③
性
別
④
学
年
⑤
電

話
番
号
⑥
保
護
者
名
⑦
学
校
名
を
記

入
し
、
〒
4
4
4
…
0
8
5
4
　
市
内
六

名
本
町
７
　
市
体
育
協
会
「
小
学
生
・

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
」
係
へ

／
申
込
期
限
　
８
月
５
日
出
／
問
い

合
わ
せ
先
　
岡
崎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協

会
　
守
住
忠
男
a
2
3
・
0
2
8
3

●
誰
で
も
参
加
で
き
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
づ
く
り
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅳ

　
期
間
　
８
月
1
7
日
困
～
1
9
日
出
／

場
所
　
太
陽
の
城
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ

ー
ル
／
内
容
　
異
年
齢
に
よ
る
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
づ
く
り
と
発
表
／
対
象

小
学
校
３
年
生
～
大
人
／
募
集
人
員

5
0
人
（
小
学
生
3
0
人
）
先
着
順
／
参

加
料
　
七
千
円
／
申
込
方
法
　
池
上

和
子
豊
4
6
・
３
５
３
４
、
岡
崎
お
や

こ
劇
場
豊
5
1
・
５
３
０
７
、
ち
い
さ

い
お
う
ち
公
2
5
・
5
7
6
0
の
い
ず

れ
か
へ
電
話
で
。
／
申
込
期
限
　
７

月
2
5
日
㈹

●
劇
団
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
第
１
５
回
講
演

　
「
冷
や
し
中
華
が
た
べ
た
く
て
」

　
日
時
　
８
月
2
0
日
間
①
午
後
１
時

～
②
午
後
６
時
～
／
場
所
　
せ
き
れ

い
ホ
ー
ル
／
内
容
　
主
人
公
を
取
り

囲
む
人
間
模
様
を
ふ
ま
え
、
マ
ン
ガ

を
完
成
さ
せ
る
ま
で
を
演
じ
る
／
入

場
料
　
前
売
千
円
、
当
日
千
二
百
円

　
（
富
士
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
岡
崎
書
房

で
発
売
中
フ
問
い
合
わ
せ
先
　
鈴
木

稔
雪
音
4
8
・
5
7
6
4

●
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
　
こ
ど
も
せ
い
か
つ
展

　
日
時
　
８
月
2
5
日
面
・
2
6
日
倒
午

前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
／
場
所

岡
崎
友
の
家
（
伊
賀
町
）
／
内
容

３
つ
の
大
切
（
お
き
る
・
ね
る
・
た

べ
る
）
、
作
つ
て
み
よ
う
（
お
や
つ
・

お
も
ち
や
）
、
心
を
育
て
る
ヒ
ン
ト

な
ど
／
会
費
　
大
人
三
百
円
　
こ
ど

も
（
３
歳
以
上
）
百
円
／
問
い
合
わ

せ
先
　
酒
井
容
4
3
・
4
6
6
7

●
エ
ト
ワ
ー
ル
ー
バ
レ
エ
シ
ア
タ
ー

岡
崎
教
室
定
期
公
演

　
日
時
　
８
月
６
日
圓
　
午
後
３
時

開
演
／
場
所
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル
／

演
目
　
第
一
部
…
小
品
集
　
第
二
部

…
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
／
入
場
料
　
千

円
（
全
席
自
由
）
／
問
い
合
わ
せ
先

金
森
容
4
3
・
6
4
7
9



夏
休
み
特
別
企
画

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

　
。
環
境
ゴ
ミ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
″

　
日
時
　
８
月
３
日
田
～
９
日
伽

　
場
所
　
松
坂
屋
岡
崎
店
５
階
特
設

会
場

　
内
容
　
日
替
わ
り
教
室
・
パ
ネ
ル
・

展
示
物

　
講
義
名
　
ビ
デ
オ
ー
地
球
と
二
酸

化
炭
素

　
実
験
　
木
や
草
の
こ
と
を
調
べ
て

み
よ
う

　
課
題
　
ヶ
ナ
フ
を
育
て
て
み
よ
う

　
８
月
５
日
出
開
催

　
講
義
名
　
魚
や
昆
虫
、
今
・
昔

Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ

　
講
師
　
岡
崎
市
環
境
審
議
会
委
員

永
井
貞
氏

　
実
験
　
め
だ
か
の
こ
と
、
も
つ
と

知
ろ
う
よ
１
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
育
て

る
メ
ダ
カ

　
開
催
時
間
　
午
前
１
１
一
時
か
ら
と
午

後
２
時
か
ら
の
１
日
２
回

　
対
象
　
市
内
の
小
学
校
４
～
６
年
生

　
募
集
人
員
　
2
0
人

　
申
込
方
法
　
各
教
室
と
も
電
話
で

申
し
込
み
。

　
申
し
込
み
先
　
松
坂
屋
岡
崎
店
販

売
推
進
課
豊
2
2
・
8
6
4
0

岡
崎
文
化
協
会
2
5
周
年
記
念

わ
ら
び
座
「
菜
の
花
の
沖
」
公
演

悶|

ぬ

^2
抜

興驚
Ｗ

　
日
時
　
９
月
３
日
向
　
午
後
６
時

開
場
・
午
後
６
時
3
0
分
開
演

　
場
所
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
原
作
　
司
馬
遼
太
郎

　
脚
本
・
演
出
　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
三
木

　
美
術
　
妹
尾
河
童

　
内
容
　
江
戸
時
代
末
期
、
「
み
な
人

ぞ
」
の
精
神
で
日
露
間
の
橋
渡
し
を

担
っ
た
廻
船
業
者
、
高
田
屋
嘉
兵
衛

Ｍ
Ａ
Ｔ

の
壮
大
な
物
語
を
、
わ
ら
び
座
が
５

年
の
歳
月
を
か
け
て
舞
台
化

　
入
場
料
　
指
定
席
／
Ｓ
席
五
千

円
、
Ａ
席
四
千
円
、
自
由
席
／
三
千

円
　
　
（
当
日
は
五
百
円
増
し
）

　
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所
　
岡
崎
文
化

協
会
（
本
館
２
階
文
化
振
興
課
内
）
、

富
士
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
（
ク
レ
オ
地
下

―
階
）
、
わ
ら
び
座
豊
田
営
業
所

　
そ
の
他
　
就
学
前
の
お
子
様
の
入

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

太
陽
の
城
の
催
し

「
科
学
で
遊
ぼ
う
／
」

　
日
時
　
８
月
５
日
出
　
午
前
1
0
時

～
い
１
１
時

　
場
所
　
―
階
工
作
室

　
内
容
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
を
浮
き

沈
み
す
る
不
思
議
な
魚
を
作
り
ま
す
。

　
対
象
　
小
学
生

　
募
集
人
員
　
2
5
人
　
先
着
順

　
参
加
料
　
五
十
円

　
持
ち
物
　
5
0
0
<
≫
/
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ー
本
（
ふ
た
付
）

　
申
込
方
法
　
７
月
2
2
日
出
　
午
前

９
時
か
ら
太
陽
の
城
で
直
接
受
け
付

け
ま
す
。

Ｏ
Ｎ
●８

月
の
美
術
館
の
催
し

自
主
企
画
展

　
「
描
か
れ
た
人
」

　　･,●'　　　　’

り匂
¶

･ごゝ-ぐ″.｀　　‘

　
（
絵
画
）
　
　
　
８
／
２
～
８
／
2
0

　
本
展
覧
会
で
は
、
郷
土
ゆ
か
り

の
作
家
を
中
心
に
、
テ
ー
マ
の
中

で
映
し
出
さ
れ
た
人
の
姿
や
様
子

か
ら
人
間
存
在
の
根
源
的
な
も
の

を
見
つ
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

絵
の
中
の
人
だ
ち
と
語
り
あ
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
作
品

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取

り
、
人
間
の
本
質
を
見
つ
め
な
お

す
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

｜

　
主
な
出
展
作
家
　
市
川
晃
、
北

川
民
次
、
鈴
木
幸
生
、
中
村
正
義
、

村
山
槐
多
、
山
本
鼎
、
安
藤
幹
衛
、

大
森
運
夫
、
荻
太
郎
、
田
渕
俊
夫
、

中
根
寛
、
平
山
郁
夫
ほ
か

　
観
覧
料
　
一
般
　
　
　
三
百
円

　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
　
百
円

し
ゅ
ん
こ
う
和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

　
（
ち
ぎ
り
絵
）
８
／
２
～
８
／
６

あ
か
し
ぶ
会
展

　
（
洋
画
）
　
　
　
８
／
９
～
８
／
1
3

第
2
3
回
岡
崎
総
合
書
道
展
（
桜
花
展
）

　
（
書
道
）
　
　
　
８
／
2
4
～
８
／
2
7

第
2
3
回
岡
崎
総
合
書
道
展
（
藤
花
展
）

　
（
書
道
）
　
　
　
８
／
3
0
～
９
／
３

　
入
場
料
　
無
料

　
開
館
時
間
　
午
前
1
0
9
　
～
午
後

６
時
（
入
館
は
午
後
５
時
3
0
分
ま

で
）

※
自
主
企
画
展
以
外
の
催
し
の
最

終
日
は
搬
出
の
た
め
終
了
時
刻
が

早
く
な
り
ま
す
。

　
月
曜
日
休
館

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月15日@
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岡崎の農林産物i産地めぐﾘj
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ri^

い
ｙ
ｙ
　
一

　
市
の
施
設
な
ど
を
見
学
し
、
行
政

の
姿
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
ご
意
見
な
ど
を
広
く
お
聴
き
す

る
た
め
の
施
設
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

　
見
学
コ
ー
ス
　
市
の
施
設
を
中
心

に
４
～
５
ヵ
所
く
ら
い
の
見
学
先
を

選
び
、
コ
ー
ス
を
決
定
し
ま
す
。

　
見
学
予
定
時
間
　
午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
集
合
出
発
時
間
　
午
前
８

時
4
0
分
～
９
時
）

　
対
象
　
3
0
人
～
4
0
人
の
団
体
申
し

込
に
限
り
ま
す
。

　
受
付
　
７
月
2
8
日
金
の
午
前
９
時

3
0
分
か
ら
1
0
時
ま
で
に
岡
崎
市
職
員

健
保
会
館
２
階
聊
一
号
室
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
順
を
抽
選
し

日
付
を
決
め
ま
す
。
な
お
、
抽
選
後

に
開
催
予
定
日
が
空
い
て
い
れ
ば
、

合
計

26
回

12
月

Ｈ

月
10
月

９
月

施

設

め

ぐ

り

予

定

表

心団

体
ヽ-･

１
日
咄

５
日
㈲

2110 1
日日日

向吻伽

　ゝゝ・
2816 7
日日日

叫俐(火

　　ゝゝ　17 8

　日日
　m伽

312012 3

日日日日

(火)廊幽囚

　　ゝゝゝ　2413 6
　日日日

　㈹圀咄

　　ゝゝゝ　271911
　日日日

　㈲俐伽

2613

日日

(火)困

　ゝゝ2819
日日

俐固

　4ゝ2922

日日
mm

　
は
が
き
に
、
①
希
望
見
学
先
②
希

望
日
③
参
加
者
全
員
の
住
所
④
氏
名

　
（
代
表
者
に
○
印
）
⑤
年
齢
⑥
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
4
4
4
・
：
8
6
0
1

岡
崎
市
役
所
広
報
課
「
お
い
で
ん
施

設
め
ぐ
り
」
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
１
葉
１
日
分
に
限
る
）
。
な
お
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う

え
決
定
し
応
募
さ
れ
た
代
表
者
全
員

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
７
月
3
1
日
囲
　
必
着

お
い
で
ん
施
設
め
ぐ
り

参
加
者
募
集

午
後
１
時
か
ら
広
報
課
（
本
館
４
階
）

へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
先
着
順
に

受
け
付
け
ま
す
。

　
参
加
費
　
無
料
（
入
場
料
・
拝
観

料
が
必
要
な
場
合
は
参
加
者
で
負

担
）

　
そ
の
他
　
①
集
合
地
（
―
力
所
）

ま
で
送
迎
し
ま
す
。
②
雨
天
で
も
行

い
ま
す
。
③
昼
食
は
参
加
団
体
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
④
軽
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
⑤
市
政
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

内　　　　容 市内の施設見学 鳳来教育林シャクナゲの里見学

開　　催　　日 ８月24日休)、25 日吻 ８月18日働、23日伽、28日側

募　集　人　員 各日とも40人

集合時間及び鳩所 午前8時45分市役所東玄関市民ロビー

解　敵　時　間 午後4時30分（予定）

参　　加　　料 無　料

持　　ち　　物 弁当・水筒・筆記用具

参　加　資　格
市内に在住､在勤､在学しているかたで､個人または６人以下

の小グループ（家族、友人など）。

見学コース

情報ネットワークセンター→

三菱自動車工場‐岡崎公園、

三河小町（昼食) -ふれあい

ドーム岡崎→消防署

長篠城址一鳳来教育林シャク

ナゲの里（南設楽郡鳳来町）

ー愛知県民の森

その他の注意事項

　・雨天でも行います。

　・軽装で参加してください。

　・アンケートを行います。

　・三河小町では、レストラン

　や飲食物販売店もありま

　す。

・雨天でも行います。

・アンケートを行います。

・現地では急傾斜地の山歩き

　をします。適した服装で参

　加をしてください。

・県民の森では、水遊びがで

　きます。

■

　市の農林産物とその関連施設を見学

して農林業への理解を深めていただく

ために、「産地めぐり」を開催します。

　園芸農家の温室や酪農農家の牛舎、

市内の農林産物が販売されている「お

かざき農遊館」などを見学するほか、

ぶどう狩りも楽しんでいただく予定で

す。

　夏休み期間中に実施しますので、ご

家族そろって参加してみませんか。

■実施日　８月16日（水）、18（匍、21(月）

■時間　午前9時l5分福祉会館１階ロ

ビー集合、午後３時30分解散予定

■見学先　花き温室園芸農家、酪農農

家、ぶどう園、岡崎市バイオセンター、

おかざき農遊館

■対象者　市内在住の小学生以上の子

どもを含む家族（1家族４人まで可）

※　小学生以上に限らせていただきま

す。

■募集人員　各日35人（定員を超えた

場合は抽選）

■参加料　　中学生以上　1,000円

　　　　　　小学生　500円

Ｉ申込方法　官製はがきに①参加希望

日②郵便番号③住所④参加者全員の氏

名（フリガナ）⑤年齢（学年）⑥電話

番号を記入し､〒444…8601　市役所農

務課「産地めぐり」係へ。

■申込期限　７月31日（月）必着

Ｉその他　①昼食、お茶などは各自で

用意してください。②雨天でも決行し

ます。③参加者には記念品を用意して

います。

　　　農務課園芸班萱23・6 199



各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ヌ
ー
大
会

　
日
時
　
８
月
1
2
日
出
　
午
前
９
時

3
0
分
開
会
式

　
場
所
　
カ
ヌ
ー
練
習
場
（
桑
原
町
）

　
種
目
　
Ｋ
－
Ｉ
・
ジ
ュ
ニ
ア
普
及
艇

の
部
（
男
女
別
）

　
使
用
艇
　
自
艇
（
借
艇
の
場
合
は

事
前
に
連
絡
す
る
こ
と
）

　
申
込
期
限
　
８
月
７
日
㈲

　
第
5
3
回
岡
崎
市
民
水
泳
大
会

　
日
時
　
８
月
2
7
日
向
　
午
前
９
時

開
会
式

　
場
所
　
県
岡
崎
総
合
運
動
場
5
0
び

プ
ー
ル

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
か
た

　
種
目

種
目

一
巴

自

由

形

平

泳

ぎ

背

泳

ぎ

バ；

７

メ個

ド

レ

｜人

リ

レ

１

リメ

じ

I I

小学生男女 50 M 50 M 50 M 50 M
－-

100 M

－ -

中学生男女100 M200 M

IDOM 100 M 200 M

200 M 200 M
　　－

400 M高
校

男子 談
400 M

女子 lOOM200 M

一
般

男子 50 M100 M
50 M 50M 50 M

－

200 M 200 M

－　－
女子 50 M100 M

－

　
制
限
　
①
―
人
２
種
目
以
内
（
リ

レ
ー
は
除
く
）
②
小
学
生
は
４
年
生

以
上

　
申
込
期
限
　
８
月
1
6
日
伽

　
第
4
1
回
岡
崎
市
総
合
剣
道
大
会

　
日
時
　
９
月
３
日
向
　
午
前
９
時

3
0
分

　
場
所
　
市
体
育
館
（
六
名
本
町
）

　
対
象
　
市
内
（
額
田
郡
を
含
む
）

に
在
住
在
勤
ま
た
は
剣
道
教
室
に
所

属
の
か
た

　
種
目
扁
居
蔽
」
①
中
学
生
１
・

２
年
の
部
（
男
女
別
）
②
小
学
生
３
・

４
年
の
部
③
小
学
生
５
・
６
年
の
部

　
（
各
教
室
、
学
校
か
ら
Ｉ
チ
ー
ム
）

［
嘱
仄
賊
］
①
中
学
生
３
年
の
部
（
男

女
別
）
②
高
校
の
部
（
男
女
別
）
③

一
般
の
部
（
大
学
を
含
む
・
男
女
別
）

④
家
庭
婦
人
の
部

　
申
込
期
限
　
８
月
1
3
日
向

第
2
1
回
岡
崎
市
民
バ

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
日
時
　
８
月
1
9
日
出
・
2
0
日
向
・

刀
一
日
㈱
　
午
前
９
時

　
場
所
　
市
体
育
館
（
六
名
本
町
）

　
対
象
　
市
内
在
住
在
勤
の
か
た
（
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
員
、
小
・

中
・
高
校
在
学
者
を
除
く
。
定
時
制
在

学
者
は
可
）
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

　
種
目
　
①
一
般
男
子
の
部
（
Ｂ
）

②
一
般
女
子
の
部
（
Ｂ
）

　
申
込
期
限
　
８
月
３
日
困

　
各
大
会
共
通

　
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒
糊
…
0
8

5
4
　
市
内
六
名
本
町
七
番
地
　
市

体
育
協
会
「
各
大
会
係
Ｌ
へ
。

　
そ
の
他
　
要
項
、
申
込
用
紙
は
体

育
課
（
福
祉
会
館
４
階
）
、
市
体
育
館

に
あ
り
ま
す
。

新
米
コ
ッ
ク

お
と
こ
の
料
理
教
室

公青

23少
腿

埓

性
班

　
日
時
　
８
月
2
7
日
、
９
月
３
日
・

1
0
日
・
2
4
日
・
1
0
月
１
日
の
各
日
曜

日
（
計
５
回
）
　
午
前
1
0
時
～
正
午

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館
（
伊
賀
新

町
）

　
内
容
　
簡
単
な
日
本
、
イ
タ
リ
ア

ン
、
中
華
、
フ
レ
ン
チ
、
無
国
籍
料

理
の
実
習
を
と
お
し
て
、
調
理
器
具

の
使
い
方
、
材
料
の
切
り
方
な
ど
を

覚
え
る
。

　
講
師
　
広
瀬
輝
美
氏

　
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

男
性

　
募
集
人
員
　
3
6
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
教
材
費
　
三
千
五
百
円

　
用
意
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ

き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
講

座
名
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

市体育館353・18 11市体育館(六名本町)の個人利用日

入場料

　15歳以上…………………200円

　14歳以下…………………100円

器具使用料

　卓球台……………………100円

　バドミントン（1面）…200円
　トランポリン（1台）…210円

　夏休みに合わせ、市民の皆さんにスポーツを楽しんでいただけるように、個人利用日を

設けました。夏バテしないよう体力づくりをしませんか。また、新装開店したレストラン

　〈カフェ・ド・ボー〉にも、ぜひお立ち寄りください。

■利用できる種目　卓球・バドミントン（午後の部はトランポリンもできます）

Ｉ利用方法　①受付は利用当日の先着順です（受付開始時間は、午前の部＝午前９時　午

後の部＝午後１時　夜間の部＝午後５時30分　予約は受け付けません）。②室内専用シュー

ズ、ラケット、シャトルなどは、必ずご持参ください（貸出用はありません）。③中学生以

下の方がトランポリンを利用する場合は、保護者の方も一緒に入場してください。

31
困

30
困

P8

(月)

2
7
日

F

t

325
廊

24
俐

21

(月)
2
0
日

19
出

1 8
廊

　 　

1
7
内

16
困

14

(月)

13

(日)12
出

○oo○○○o01○○

］
ID
困

９
困

７

(月)(

呂

)

５
出
一

４

廊

３

困

Ｅ
２
伽

31

(月)

30

(日)
29
出

詔26
伽

詣
83

(日)

I/

22

(土)

利用時間

o○○o○o01○○|

●●｜●●●●●●｜●●●●

午前の部

9時～12時

午後の部

1時～5時

○01Ｏ○○|○○0101○○01oＯ01o○○01○0101○○ＯＯ　夜間の部

5時30分～9時

※　個人利用中に万一傷害などが生じた場合、応急処閃はしますが、

　その後の責任は負いません。

バドミントン

バドミントン、トランポリン

種目　○…卓球、

　　　●…卓球、

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月15日o
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④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
（
返
信

用
は
が
き
に
も
住
所
・
氏
名
・
郵
便

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
4
4
4
…
8
6
0

1
　
市
役
所
青
少
年
女
性
課
女
性
班

へ
。

　
申
込
期
限
　
８
月
４
日
金
（
必
着
）

夏
休
み
自
由
研
究
の

資
料
探
し
は
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で

行昔情
政23報

課゛ネ統６ッ
計フト
班８ワ
a^ I

23　ク
ａ　乍

戸

　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
南
隣
）
で
は
、
夏
休
み
の
自
由

研
究
の
参
考
と
な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
紹
介
や
、
統
計
情
報
な
ど
の
研
究

資
料
を
探
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
利
用
期
間
　
７
月
2
1
日
面
～
８
月

3
1
日
俐
（
第
１
・
第
３
の
土
・
日
曜

日
は
休
館
）

　
利
用
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
７

時
（
土
・
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

｜

　
内
容
　
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末

に
よ
る
自
由
研
究
に
関
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
紹
介
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
た
資
料
の
印
刷
サ
ー
ビ
ス

③
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
各
種
図
鑑
④
夏

休
み
期
間
中
の
お
天
気
情
報
な
ど

　
そ
の
他
　
統
計
情
報
の
印
刷
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

遺
児
を
励
ま
す

楽
し
い
夏
休
み
の
つ
ど
い

　
日
時
　
８
月
２
日
伽
　
午
後
１
時

3
0
分
～
４
時

　
場
所
　
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル

　
内
容
　
城
西
高
校
和
太
鼓
部
の
演

奏
、
映
画
「
タ
ー
ザ
ン
Ｌ
上
映
（
入

場
無
料
）

　
対
象
　
母
子
、
父
子
家
庭
及
び
両

親
の
い
な
い
家
庭
の
、
３
歳
以
上
中

学
生
以
下
の
児
童
生
徒
と
そ
の
保
護

者
の
か
た

｜

o

市
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
子
ど
も
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
子
ど
も
た
ち
が
必
要
な
知
識

と
技
術
を
習
得
す
る
研
修
で
す
。

　
日
時
　
８
月
2
2
日
固
（
午
後
１
時

開
会
）
～
2
4
日
俐
（
午
後
３
時
解
散
）

の
２
泊
３
日

　
場
所
　
県
青
年
の
家
（
美
合
町
）

　
内
容
　
バ
ス
ラ
リ
ー
、
野
外
炊
事
、

ゲ
ー
ム
、
班
別
活
動
ほ
か

　
指
導
者
　
岡
子
連
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　
対
象
　
市
内
の
小
学
校
５
、
６
年

生　
募
集
人
員
　
8
0
人
　
先
着
順

　
参
加
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
青
少
年
女
性
課
（
本

館
５
階
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
青
少
年
女
性
課
青
少
年

班
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
８
月
４
日
吻

　８月(Dl^覆･7阿T77rl

・募集する住宅桑谷荘(桑谷町)、大

樹寺荘(大樹寺二丁目)､若松荘(若松東

三丁目)、仁木荘(仁木町)、和志山荘

　(西本郷町)

圖申込期間　8 月1日㈹～u日原ま

で。抽選は、8月21日(月)午前9時から

行います。

l･9゛　mt　－);;；・　.　●

8月の自作ビデオ放映予定

　[和亘亘万匹

　　　　　午前ll時から約l時川
期間

-
8 ／7～

　8／11
-
8／14～

　8／18
-
8 ／21～

　8／25
-
8 ／28～

　9／1

市民課ロビー 市民nビー

りi'J湾の
クルマエビ漁

水道水をつくる努力

戦争と市民生冊
三河湾の
クルマエビ漁

肘脂， 戦争と｢fi民生涵

鎌介街道 好江

りjj
・
イ
ベ
ン
ト
広
場

７
月
2
2
日
出
・
2
3
日
向
　
「
悶
回

三
河
小
町
ま
ち
開
き

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

フ
月
2
7
日
俐
・
2
8
日
金
　
日
闘
圏

伊
賀
流
忍
者
シ
ョ
ー
（
２
回
公
演
）

７
月
3
0
日
剛
　
匹
ｍ
閻
」

お
じ
や
る
丸
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

８
月
３
日
困
　
用
戻
】

忍
者
教
室
、
タ
イ
ム
レ
ン
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー

８
月
３
日
㈲
　
「
閥
筒
」

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
シ
ョ
ー

８
月
４
日
面
　
同
一
剛
一

幼
稚
園
児
鼓
笛
演
奏
大
会
な
ど

８
月
４
日
面
　
［
吊
剛
一

忍
者
教
室
、
ポ
ケ
モ
ン
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
◆

８
月
４
日
面
　
屈
居
＝

サ
ン
バ
チ
ー
ム
シ
ョ
ー

８
月
１
１
一
日
白
日
に
困

小
町
コ
ン
テ
ス
ト

８
月
Ｈ
日
面
　
「
隅
琶

三
河
怪
談
物
語

８
月
1
-
一
日
出
回
闇
一
」

三
河
怪
談
物
語
（
幽
霊
扮
装
）

８
月
1
3
日
向
閥
側
」

三
河
怪
談
物
語
（
幽
霊
扮
装
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
お
見
せ
処
）

７
月
ｃ
＼
　
　
日
出
～
８
月
１
日
…
囚

　
「
江
戸
の
纏
」
和
紙
工
芸
展

　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
和
夫
氏

８
月
３
日
俐
～
1
5
日
向

平
成
１
２
年
度
岡
崎
市
緑
化
推
進
・

動
物
愛
護
児
帝
一
生
徒
作
品
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ト
ン
ネ
ル
）

７
月
2
2
日
出
～
８
月
１
日
㈹

お
じ
や
る
丸
ぬ
り
絵
優
秀
作
品
展

８
月
３
日
俐
～
1
5
日
㈹

平
成
1
2
年
度
岡
崎
市
緑
化
推
進
・

動
物
愛
護
児
童
生
徒
作
品
展

※
　
８
月
３
日
・
４
日
の
イ
ベ
ン

ト
の
詳
細
は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
（
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
。
詳

し
く
は
、
商
工
労
政
課
ま
で
　
容

2
3
◆
ｔ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
≫
-
Ｈ
　
Ｃ
Ｏ

川
崎
城
下
＝
牙
小
町
だ
よ
り



一
日
教
室

「
籐
工
芸
教
室
」

き働
23く
認

μ

　
日
時
　
８
月
2
0
日
向
　
午
前
1
0
時

～
正
午

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
内
容
　
小
物
や
果
物
な
ど
を
入
れ

る
の
に
便
利
な
手
つ
き
丸
寵
を
作
る

　
講
師
　
神
谷
道
江
氏

　
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

女
性
（
学
生
は
除
く
）

　
募
集
人
員
　
2
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
教
材
費
　
8
0
0
円

　
用
意
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ

オ
ル
、
キ
ッ
チ
ン
ば
さ
み
な
ど

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
教

室
名
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
（
返
信

用
は
が
き
に
も
住
所
、
氏
名
、
郵
便

番
号
）
を
記
入
し
て
、
〒
4
4
4
…
0
0

7
8
　
市
内
伊
賀
新
町
一
〇
番
地
三

働
く
婦
人
会
館
へ
。

　
申
込
期
限
　
８
月
1
0
日
俐
　
当
日

消
印
有
効

親
子
造
形
セ
ン
タ
ー
の

焼
き
物
展

　
日
時
　
８
月
２
日
伽
～
1
6
日
伽

午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

　
場
所
　
奥
殿
陣
屋
書
院

　
内
容
　
親
子
造
形
セ
ン
タ
ー
特
別

教
室
で
作
っ
た
花
瓶
、
皿
な
ど
の
ユ

ニ
ー
ク
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

そ
の
他

月
曜
日
休
館
、
入
場
無
料

１
！

豊
か
な
自
然
と
実
り
を

も
た
ら
す
農
業
用
水
展

　
日
時
　
７
月
個
一
日
脚
～
８
月
刀
一
日

同
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜

日
と
休
日
の
翌
日
は
休
館
）

　
場
所
　
堀
内
公
園
展
示
棟
（
安
城

市
堀
内
町
安
下
一
番
地
一
）

　
内
容
　
小
中
学
生
対
象
の
パ
ネ
ル

展
、
水
田
・
水
辺
の
生
き
物
の
展
示
。

親
子
映
画
会

　
期
日
・
会
場
・
上
映
映
画
　
８
月

６
日
圓
　
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
　
ム

ー
ミ
ン
ー
お
じ
さ
ん
は
手
品
師
‐
、

ナ
オ
ミ
さ
ん
は
ふ
た
り
前
、
は
だ
か

の
王
様
　
大
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
ち

び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
１
先
生
の
家
に
遊

び
に
行
こ
う
、
美
し
い
お
面
、
か
ん

す
け
さ
ん
と
ふ
し
ぎ
な
自
転
車

　
上
映
開
始
時
間
　
各
会
場
と
も
、

第
１
回
＝
午
前
1
0
時
～
、
第
２
回
＝

午
後
１
時
3
0
分
～

　
対
象
　
幼
児
、
児
童
及
び
保
護
者

　
募
集
人
員
　
各
回
鵡
人
　
先
着
順

　
入
場
料
　
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

※
　
整
理
券
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
、
社
会
教
育
課
、
開
催
会
場
の
市

民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

※
　
後
日
ほ
か
の
地
域
で
も
開
催
予

定
。

″ 「
Ｗ
Ｗ
ｔ

　
ｆ
　
　
　
　
　
　
　
・
・

第
5
3
回
岡
崎
市
芸
術
祭

参
加
団
体
募
集

　
会
期
　
1
0
月
１
日
剛
～
Ｈ
月
3
0
日

團　
参
加
資
格
　
市
内
で
芸
術
、
文
化

活
動
を
し
、
会
期
中
に
市
内
の
会
場

で
行
事
を
計
画
し
て
い
る
団
体
。
た

だ
し
、
岡
崎
市
芸
術
祭
に
ふ
さ
わ
し

い
内
容
の
も
の
。

　
申
込
方
法
　
文
化
振
興
課
（
本
館

２
階
）
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
文
化
振
興
課

振
興
班
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
７
月
2
8
日
Ｓ
必
着

平
成
1
3
年
度
採
用

［
Ｂ
］
試
験

　
受
付
期
間

　
試
験
日

　
試
験
会
場

岡
崎
市
職
員
の
募
集

（
中
卒
・
高
卒
・
身
体
障
害
者
対
象
）

８
月
1
6
日
伽
～
2
2
日
㈹
（
中
卒
は
９
月
１
日
金
～
７
日
俐
）

９
月
1
7
日
向

岡
崎
市
職
員
健
保
会
館

消
防
職

員

　技玉術

杢職
　貝 h: Ｊ

果:
職

種

高

校

高

校

高　高　短　大

校　専　大　学

中

学

高

校
ｌ

４ 白 ４ ４４ｌ

常一に高昭の両卒校和

人眼業を55
にと見卒年
限も込業４
る矯みし月一正のた２

　舅帽1艮

　ロ　た吟　以　はに
　上　平生
　及　成ま
　戻賢

　竟　度人　正　中てで

　訓HI

　M 0 55

　いμ

　業を２　訓に1

　誂漂

　人人生
　討

　･- +-　員

　成V

者由の○平者で○次

なの程身成ess.昭の
し人度体IE学大和い
ででが障年校学50ず
職｀3害度の・年れ
務自級者中高短４に遂力か手に等大月も

行にら帳卒部■ E該
がよ６の業を高日当可り級交見卒専以す

能通ま付込業・降る
な勤でをみし高に人
人かの受のた校生

　で肢け人人もま
　き体｀　ましれ
　介不障　たくた　護自害　はは人

91H
U濁
Ｐリ

のた２A AS

　た隆　特
　討

　斜

受

験

資

格

　
受
験
手
続
き
　
受
験
案
内
及
び
申
込
用
紙
を
市
役
所
玄
関
案
内
ま
た
は
各

支
所
で
1
7
日
側
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
そ
の
受
験
案
内
を
ご
覧
の
う
え
、

受
付
期
間
中
に
職
員
課
（
本
館
８
階
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月15日ｅ
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科
学
技
術
庁
表
彰

「
創
意
工
夫
功
労
者
」
の
推
薦

　
優
れ
た
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
各
職

域
に
お
い
て
科
学
技
術
の
改
善
向
上

に
貢
献
し
た
実
績
顕
著
な
か
た
を
推

薦
し
て
く
だ
さ
い
。

　
候
補
資
格
　
鉱
工
、
農
林
、
水
産
、

運
輸
、
通
信
、
建
設
、
保
健
衛
生
、

電
カ
ガ
ス
な
ど
の
業
務
に
従
事
す
る

勤
労
者
の
う
ち
、
工
場
な
ど
に
お
け

る
職
長
以
下
の
工
員
、
農
林
水
産
業

従
事
者
、
医
療
補
助
者
、
研
究
所
に

お
け
る
研
究
補
助
員
、
技
能
職
員
及

び
こ
れ
と
同
程
度
の
か
た
で
、
新
制

各
種
高
等
学
校
、
旧
制
各
種
中
等
学

校
卒
業
以
下
の
か
た
。

　
推
薦
内
容
　
特
許
、
実
用
新
案
だ

け
で
な
く
作
業
能
率
向
上
、
製
品
の

品
質
向
上
、
コ
ス
ト
引
き
下
げ
、
未

利
用
資
源
活
用
、
作
物
増
収
、
品
種

改
良
、
傷
害
防
止
、
公
害
・
災
害
防

止
な
ど
の
技
術
の
改
善
向
上
に
貢
献

し
た
か
た
。

　
申
込
方
法
　
商
工
労
政
課
に
備
え

付
け
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
８
月
2
5
日
廊
ま
で
に
直
接
商
工

労
政
課
（
福
祉
会
館
５
階
）
　
へ
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
料
の

保
険
料
率
が

決
ま
り
ま
し
た

豊国

23保
a

保
班

　
本
年
度
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
料

の
算
出
に
つ
き
ま
し
て
従
来
の
医
療

分
に
加
え
て
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の

か
た
は
、
介
護
分
が
加
わ
り
ま
す
。

医
療
分
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
か
た
）

－　
別
表
―
の
イ
～
二
に
よ
り
算
出
し

た
合
計
額
が
、
本
年
度
の
医
療
分
の

保
険
料
で
す
。
た
だ
し
、
合
計
額
が

五
十
三
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
五

十
三
万
円
が
限
度
額
で
す
。

分
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険

者
で
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の

）

　
別
表
２
の
ホ
～
チ
に
よ
り
算
出
し

た
合
計
額
が
、
本
年
度
の
介
護
分
の

保
険
料
で
す
。

　
た
だ
し
、
合
計
額
が
七
万
円
を
超
え

る
と
き
は
、
七
万
円
か
限
度
額
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
医
療
分
保

険
料
と
介
護
分
保
険
料
の
合
計
額
を

世
帯
主
の
か
た
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
　
保
険
料
の
算
出
基
礎
な
ど
に
つ

い
て
は
、
納
入
通
知
書
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

医療分料率別表１

3 1 7

-１００

-

2 7
-
１００

イ 所　得　割　額 市民税の所得割額　　　　　×

□ 資　産　割　額 固定資産税額（土地・家屋）　×

ハ 被保険者均等割額 被保険者１人につき　　　２ 4,

－- 世帯別平等割額 １世帯につき　　　　　　２ 5,

２ 4,790円

２ 5,050円

別表２　介護分料率

3 4

-１００

-

-１００

ホ 所　得　割　額 市民税の所得割額　　　　　×

へ 資　産　割　額 固定資産税額（ﾆﾋ地・家屋）　×

ト 被保険者均等割額 被保険者１人につき　　　　　5，

チ 世帯別平等割額 １世帯につき　　　　　　　3,

5.020円

3,500円

索f≡^太日舌盛

　自治課市民相談班S236492

毎日の相談

行政相談
rf'政への片柚・要甲･心込･

相談など

　生活相談

交通事故相談

　日驚皿活から牛じる困りご

　との相談
一

　賠償問題.保険令請求予続

　き、示談の進め方など

高齢者職業相談
45歳以i-.65歳以ﾄﾞの求人求

職の札淡と紹介公23・6490

　※各相談ともポルトガル語で対応可

8月の特別相談(午後l時～4時)

法律相談

(予約制)

７日(月).｜旧童

is日面､21日(月)

28日(月)

弁　護　士

人権相談 I 日(弧S日出 人権擁護委員

特別行政相談

(官公庁苦情)
８日出､22日㈹ 行政相談委員

消費生盾

専門相談員
消費生活相談

２日収､９日収

]5日収､23日収

30日収

税金相談 ３日収l7日南 税　理　士

登記相談 lO日宋
司法書士

土地家屋調査士

測量設計相談 24日南 測　量　士

建築相談 ４日吻 建　築　士

不動産ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

肢童録者
不動産相談 ４日密

年金相談 １旧咆､25日６ 社会保険事務所

社会保険労務士

相談は無料、秘密厳守です

自工胴ﾖ ゜忿

岡崎市商工労政課

商工相談 　　’’陳　　£r23●6212商工振..班　　a23●6503

七謡で随時r-約を受け、その内容により
晩照士等か個別相談を行います。

金融相談 金融聊　　S23・6214

金融班で随吽行っています。

岡崎商工会議所<8月〉
　・電話で■＼順に時川などをf約

税務相談 第1~第4火曜日 Q53●6193

法律相談 ７日(肌2旧(月) 豊53●6193

発明相談 ４日収18日喇 a53●6193

労務相談 I6日團 H53●6 I 9 1

mm) ９日凩 er53・6 1 90

金融相談 随時 a53◆6193

茫弩 卜日面 e53●6193

禁謡 25日面 5553●6 1 9 3

健康相談 １日㈹ さ53●6191

ﾊﾟｿｺﾝ相談 ７日図､2l日㈲ 353●6161

創m相談 28日囲 S53●6500

Φ



身
体
障
害
者
更
生
相
談

昔福
2]祉
弧

?来

家

　
日
時
　
８
月
６
日
向
　
午
前
1
0
時

～
午
後
２
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
身
体
障
害
者
セ

ン
タ
ー
友
愛
の
家

　
内
容
　
在
宅
障
害
者
の
福
祉
更
生

の
た
め
の
生
活
・
医
療
・
訓
練
・
就

職
な
ど
の
各
種
相
談
、
援
助
、
指
導

　
相
談
員
　
市
身
体
障
害
者
相
談
員

む
身
障
害
者
歯
科
無
料
健
診

　
日
時
　
８
月
2
7
日
剛
　
午
前
９
時

3
0
分
～
午
後
３
時
3
0
分

　
場
所
　
福
祉
の
村
若
葉
学
園

　
募
集
人
員
　
1
0
0
人
　
先
着
順

　
申
込
方
法
　
電
話
で
障
害
援
護
課

障
害
援
護
班
へ
必
ず
必
要
を
。

　
申
込
期
限
　
８
月
７
日
側

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
時
は

免
除
の
手
続
き
を

　
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、
保
険
料

の
納
付
期
間
と
免
除
期
間
を
合
わ
せ

て
、
2
5
年
以
上
必
要
で
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に

は
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の

よ
う
な
か
た
は
、
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
対
象
　
①
所
得
が
少
な
い
か
た
②

病
気
、
け
が
な
ど
で
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
か
た
③
そ
の
他
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
な
理
由
の

あ
る
か
た

※
　
学
生
の
か
た
に
は
別
に
、
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

年
金
班
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
短
期
養
護

　
事
業
内
容
　
保
護
者
が
疾
病
、
出

産
、
事
故
な
ど
に
よ
り
一
時
的
に
児

童
の
養
育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、

短
期
間
（
原
則
と
し
て
７
日
以
内
）

施
設
で
保
護
養
育
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
負
担
金
　
２
歳
未
満
児

１
日
六
千
六
百
円
以
内
。
２
歳
以
上

児
　
１
日
四
千
六
百
五
十
円
以
内
。

　
そ
の
他
　
負
担
金
は
家
庭
の
状
況

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

岡
崎
市
長
選
挙
・

岡
崎
市
議
会
一
般
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
９
月
1
0
日
向
に
行
わ
れ
る
岡
崎
市

長
選
挙
・
岡
崎
市
議
会
一
般
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を

予
定
さ
れ
て
い
る
か
た
、
ま
た
は
代

理
人
の
か
た
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

４

　
な
お
、
会
場
へ
の
入
場
に
つ
い
て

は
、
市
長
は
Ｉ
候
補
者
に
つ
き
３
人

ま
で
、
市
議
会
議
員
は
Ｉ
候
補
者
に

つ
き
２
人
ま
で
に
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
日
時
　
８
月
１
日
㈲
　
午
後
２
時

か
ら

※
　
岡
崎
市
長
選
挙
・
岡
崎
・

一
般
選
挙
の
投
票
日
は
９
月

で
す
。

(日)会

　
投
票
、
開
票
な
ど
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
市
政
だ
よ
り
８
月
1
5

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農
家
基
本
台
帳
の

申
告
に
ご
協
力
を

　
岡
崎
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
家

の
実
態
を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
た

め
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
農
家
基
本
台

帳
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
台
帳
は
、
農
業
振
興
及
び
農

地
に
関
す
る
許
可
申
請
・
農
業
経
営

証
明
な
ど
の
諸
業
務
を
行
う
基
礎
資

料
と
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
調
査
方
法
　
農
業
生
産
組
合
を
通

し
て
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
組
合
長

の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
農
業
生
産
組
合
に
末
加
入
の
方
は

台
帳
を
直
接
お
送
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
規
に
相
続
な
ど
で
農
地

を
1
0
診
以
上
取
得
さ
れ
た
か
た
は
、

直
接
岡
崎
市
農
業
委
員
会
へ
８
月
1
8

日
金
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

岡崎市郷土館夏休み企画展
｜

町（新田白山神社など）-→岡崎公園で

解散匡亜亘死証ごΞ］

■対象　小学生とその保護者

■募集人員　15組程度

■参加料　無料

■申込方法　７月22日（土）より郷土館で

電話受付を開始。先着順。

　実際に資料に触れながら、展示説明

を行います。

■日時　８月12日（土）午前io時・午後

2時の２回

■対象　小学生

■募集人員　毎回10人程度

■参加料　無料

※　当日は開始時間までに郷上館に集

合してください。

　　　　　市郷土館昔231039

　夏を感じさせるモノ＝夏の風物を展

覧します。大人には懐かしく子どもに

は珍しい夏に活躍した道具や、岡崎市

域の夏の祭事を写真パネルで紹介。

■期間　７月22日(土)～8月31日(木)

■開館時間　午前９時～午後５時(入

館は午後４時30分まで)月曜日休館

■入館料　無料

　いつもは気づかない街角からわかる

郷土文化を歩いて再発見します。

■期日　７月29日（土）

・講師　幸田町立荻谷小学校長　野本

欽也氏

■コース囲前‾9 Bt3⑩ﾗﾐ］家康館前集

合・八帖町（諏訪神社･八丁味噌周辺）

→板屋町（板屋稲荷神社など）→康生

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月15日＠
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平
成
1
2
年
度

一
時
的
保
育
の
入
園
案
内

豊児
23童
4

4

班

　｜

　
実
施
保
育
園
　
明
徳
保
育
園
（
明

大
寺
本
町
萱
刀
　
　
・
〇
４
７
４
）
　
美

合
保
育
園
（
美
合
町
登
5
1
・
2
3
0

5
）
　
白
鳩
保
育
園
（
針
崎
町
萱
5
1

・
5
0
3
5
）
　
　
八
帖
保
育
園
（
八

帖
北
町
萱
2
3
・
2
9
1
1
）

　
対
象
児
童
　
保
護
者
の
諸
理
由
に

よ
り
、
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な

る
児
童

　
保
護
者
の
諸
理
由
　
短
時
間
・
断

続
的
労
働
、
職
業
訓
練
、
就
学
、
傷

病
、
災
害
・
事
故
、
出
産
、
看
護
・

介
護
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

　
保
育
時
間
　
平
日
の
午
前
８
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
（
土
曜
日
は
午
後

零
時
3
0
分
ま
で
）
の
間
で
保
育
を
要

す
る
時
間
。
入
園
手
続
き
は
随
時
。

　
そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
、
各
実

施
保
育
園
ま
た
は
児
童
課
へ
。

　
　
　
●

そ
の
他

の
情
報

消
防
設
備
士
講
習

　
講
習
日
時
　
９
月
2
8
日
田
～
1
0
月

1
8
日
伽
の
う
ち
の
指
定
日
　
午
前
1
0

時
～
午
後
５
時

　
講
習
会
場
　
県
産
業
貿
易
館
西
館

（
名
古
屋
市
中
ヌ
ー
丸
の
内
３
‐
―
‐
６
）

　
対
象
　
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付

を
受
け
た
日
か
ら
２
年
以
内
ま
た
は

こ
の
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以

内
の
人

　
な
お
、
所
定
の
期
間
内
に
講
習
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
免
状
の
返
納

命
令
制
度
に
基
づ
く
違
反
点
数
の
措

置
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
今
回

の
講
習
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
受
講
料
　
七
千
円

　
受
付
期
間
　
８
月
2
2
日
向
・
2
3
日
伽

　
受
付
場
所
　
県
庁
西
庁
舎
１
階
ロ

ビ
ー

　
そ
の
他
　
受
講
申
請
書
は
、
８
月

１
日
向
以
降
、
消
防
本
部
予
防
課
、

消
防
署
各
署
所
、
西
三
河
事
務
所
及

び
県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
シ
ビ

コ
３
階
）
　
に
あ
り
ま
す
。

岡
崎
都
市
計
画
真
伝
地
区

計
画
の
変
更
原
案
の
縦
覧

　
日
時
　
８
月
１
日
固
～
1
4
日
側

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）

　
場
所
　
都
市
計
画
課
（
本
館
７
階
）

※
　
こ
の
原
案
に
係
わ
る
区
域
内
の

土
地
所
有
者
な
ど
利
害
関
係
を
有
す

る
か
た
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で

に
市
長
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

　　　　　　　４　　　　　　　　　　皆さんの生活の安定に役立つよ住宅資金　　　　　

う、下表の資金を融資あつせんし

　　　　　　ちゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ています｡常時受け付けていますtj;ど(7:）　　　　　　　

のでぉ気軽にご利用ください。

融資あっせん　　

Q236492

制度 対　　象 限度額 期間｜利率 保証人 担保 取扱金融機関

住宅資金

建築
新築,増築など 1,500万円 ５年

10年

15年

20年

25年

年2.5％

包2.7%

汪2.9％

年3.0%

年3.1%

２人または
信用保証

要

東海銀行
市内各支店

岡崎信用金庫
市内本支店

愛知労働金庫
岡崎支店

修繕、模様替 1.200万円

譲渡
中古(土地付) 1.500万円

分譲(ﾆﾋ地付) 2,000万円

宅地 1.500万円

塁難

住宅をかさ上げす
るとき

　　　｜

300万円15年

　　　｜
年2.3％

　　　　　｜

２人または
信用保証ｉ要

　　　　　ｉ

岡崎信用金庫
本　　店

木造住宅の耐震補
強工事をするとき

既設不良塀の改良
のとき 100万円 ５年 信用保証 不要

生活資金
災害、傷病，入学、
結婚、出産、死亡、
住宅修繕などで一
時的に資金調達が
困難なかた

50万円 ５年 信用保証

不要

Ｐ町 30万円 ３年
年2.3%
　　　　1人

［二二7月の納税二］

　固定資産税(第m分）
Ｉ　国民健刺搬糾（第1期分）

Ｉ　国民年金f呆険料(7月分）

雁厠1圃諏罷圖

●お忘れなく納付してください｡●

　なお、m税糾合で納付されるかた

は、各組合で決められた以納取り扱

い日に納付してください。

　このほか、岡崎市の指定金融機関

で、口座振替により納入する方法も

ありますので、ご利用ください。(申

し込みは納期限の１ヵ月前に金融機

関に提出してください｡)

収納課収入整理班　容23●6122

　　　　自動車文庫
　偏訃

8月　図書館351 2251

巡回日
-

｜日虎

-
２日南
-

３日南

-
４日必
-

８日㈹

-

９日(加

-

lO日凩

一
目日吻
-

＼5日叫

-
16日剛
一

17日休

-
IS日6
-

22日㈹

-

23日團

-

2i日剛

一
25日吻

巡回場所 業務時間

岡崎小 城南小 川O:00～li:叩

奥殿小 井田小 p≪」;30～2:30

六ｯ美中部小梅園小 AVIO:00～卜:0Q

矢作南小 恵日小 旭IO:00～||:OO

男川小 滝団地 FMI:30～2:30

根石小 根石小 崖IO:CO～卜:no

六ｯ美西部小常磐南小 AW10:00～卜■m

大門小 大門小 PMに30～2:30

北野小 秦梨小 AM10:00～卜:00

/ 山中小 PWI:30～2:30

常磐東小 福岡小 AMIOiCO～卜00

細川小 岩津小 PMI:30～2:30

六ｯ美北部小本宿小 AUlO:CO～]]:011

矢作西小 竜谷小 AUlO:叩～|oo

連尺小 百々公園 1^1:30～2:30

上地小 上地小 層IO:OO～||:OO

愛宕小 美合小 AMIO:00～||:DO

大樹寺小 大樹寺小 川に30～2:30

広幡小 藤川小 ma:Q0～卜:m

緑丘小 生平小 AMIO:QO～|｣:00

本宿ｸﾞ'JｰﾝﾗﾝF 矢作北小 PHに30～2:3D

矢作東小 矢作東小 ma:00～目:00

/ 北斗台団地 f*Ji:30～2:30

羽根小 / AUIC:OG～11:00

美合平地荘 六ｯ美南部小 i:30～2:30

常磐小 小豆坂小 AMIC:00～II:00

く注i)悪天候(暴風、人雨)の時は、巡回

　を巾止することかありますので､図書

　館へお問い合わせください。

＠



花
火
は
安
全
で
楽
し
く

遊
び
ま
し
ょ
う

昔予
21防

゛課９危
§Ｅ

　
花
火
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
よ
う
。

①
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い

か
事
前
に
確
認
し
ま
し
よ
う
。

②
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

（
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
保
管
に
注
意
を
）
。

③
風
の
強
い
場
合
は
思
い
切
っ
て
や

め
る
　
（
や
め
さ
せ
る
）
勇
気
を
。

④
花
火
遊
び
が
終
わ
っ
た
ら
、
ご
み

は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
よ
う
。

　
い
く
ら
保
護
者
が
付
き
添
っ
て
い

て
も
、
思
わ
ぬ
事
故
や
火
災
が
起
こ

ら
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
た
か
が

　
「
子
ど
も
の
花
火
」
と
侮
ら
ず
、
注

意
書
を
必
ず
読
み
、
正
し
く
取
り
扱

う
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
親
子
そ
ろ
っ
て
火
災
予
防
の
知
識

を
身
に
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
正
し
く
遊
ん
で
、
安
全
で
楽
し
い

花
火
遊
び
を
し
ま
し
よ
う
。

住
宅
の
耐
震
診
断
補
助

　
あ
な
た
の
家
は
地
震
に
対
し
て
大

丈
夫
で
す
か
？
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
我
が
家
の
耐
震
性
を
調
べ
て
み

ま
せ
ん
か
。
市
で
は
耐
震
診
断
料
の

一
部
を
補
助
し
、
そ
の
結
果
補
強
を

要
す
る
場
合
は
、
資
金
を
融
資
あ
っ

せ
ん
し
ま
す
。

　
補
助
対
象
住
宅
　
市
内
の
木
造
住

宅
で
居
宅
用
に
使
用
し
て
い
る
も
の

　
補
助
対
象
者
　
対
象
と
な
る
住
宅

の
所
有
者

　
診
断
方
法
　
豺
県
建
築
住
宅
セ
ン

タ
ー
に
登
録
さ
れ
た
地
震
防
災
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
、
現
地
診
断
し
ま
す
。

　
ご
注
意
　
市
が
電
話
や
訪
問
で
、

耐
震
診
断
を
勧
誘
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

補助額自己負担金診断料金
建物１棟の

延べ床面積

Ｉ
・
－

20.000円19,370円39,370円70m-以下の場合

29,000円27,700円56.700円
70m'を超え

120m-以下の場合

32,000円31,000円63,000円120m-を超える場合

６
月
定
例
市
議
会
で

成
立
し
た
条
例
と

補
正
予
算
の
あ
ら
ま
し

２階の合計床面積
１

※建物が2 階建ての場合は、

㎜
　
　
－
‐
－
－
－
・
‐
－
　
　
　
　
－

［
成
立
し
た
条
例

一
岡
崎
市
さ
わ
や
か
交
流
館
条
例
の

改
正
　
新
設
す
る
さ
わ
や
か
交
流
館

　
（
羽
根
・
本
宿
・
六
名
・
細
川
）
の

名
称
及
び
位
置
を
定
め
ま
し
た
。
〈
平

成
1
2
年
９
月
１
日
か
ら
施
行
。
六
名

と
細
川
の
さ
わ
や
か
交
流
館
に
つ
い

て
は
同
年
1
0
月
１
日
か
ら
施
行
〉

Ｉ
岡
崎
市
生
活
環
境
等
影
響
調
査
条

例
の
制
定
　
生
活
環
境
等
に
及
ぼ
す

影
響
を
低
減
す
る
た
め
、
大
規
模
な

土
地
の
形
状
の
変
更
を
伴
う
事
業
に

つ
い
て
行
う
生
活
環
境
等
影
響
調
査

の
手
続
を
定
め
ま
し
た
。

Ｉ
岡
崎
市
中
心
市
街
地
多
目
的
広
場

条
例
の
制
定
　
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
旧
岡
崎
郵
便
局
跡

地
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
企
画
催
事

等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
多
目
的
広

場
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
〈
平
成
1
2
年
７
月
2
2
日
か
ら
施
行
〉

■
岡
崎
市
消
防
団
員
退
職
報
償
金
条

例
の
改
正
　
消
防
団
員
の
退
職
報
償

金
の
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

■
こ
の
ほ
か
次
の
条
例

▽
岡
崎
市
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補

償
等
条
例
の
改
正

▽
岡
埼
市
行
政
手
続
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
改
正

▽
岡
埼
市
学
校
医
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
改
正

厩
南
察
閻
倒
し

ド

　
一
般
会
計
は
二
億
六
、
二
八
〇
万

円
の
増
額
、
特
別
会
計
一
五
億
三
、

七
四
〇
万
円
の
増
額
、
企
業
会
計
は

九
、
九
五
六
万
円
の
増
額
で
、
こ
れ

に
よ
り
本
年
度
予
算
総
額
は
、
二
、

〇
七
二
億
一
、
三
七
四
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

みる悟る

こZ一ｼﾞ刀ﾑ

ｸﾌﾞｽﾞﾓｦVｰ

　各施設（右表）に備えてあるクイズラリー参加用紙を持

って、対象施設の展覧会を見てクイズに回答し、スタンプ

を押してすべての施設（三河武士のやかた家康館と岡崎城

はどちらか一つ）が揃うと記念品をさしあげます。

■期間　ア月25日火～8月31日㈲

■対象小学生以上

■記念品引渡施設記念品の引渡しは、市美術博物館、市

美術館、おかざき世界子ども美術博物館の３施設だけで行

いますのでご注意ください。

Ｉ記念品引渡期限　８月31日困

　　　　　　　　市美術博物館昔28・５００４

河岡

武崎
士城
の＿

や岡

か崎
だ公

家園
康内

館‾

と登
の22

共●通２

券１
あ２

り２
　　／

　　常

　　設
　　展

　　岡
　　崎

　　城
　　の

　　歴

　　史
　　／

　　無

　　休

　　／　　一　　－　　－

康三
公河

と武

三士
河の

武や

士か
／た

無家

休康
／館
岡＿

崎岡
城崎

と公
の園

共内

通‾
券昔

あ24

り●
　２

　２
　０

　４
　／

　常
　設

　展

　徳

　川

　家

ア岡
月崎

22市
日郷

圃土
Ｓ館

8 ＿
月廿

31 き
日れ

困い
／ホ

月　｜
曜ル
日南

休゛

館昔

　　23

　　◆　　１

　　０
　　３

　　９
　　／

　　い
　　ろ

　　い
　　ろ
　　夏

　　の
　　風

　　物
　　／

引ぉ

渡か

所ざ
／き

こ世

ど界
も子

大ど
博も

覧美

会術
２博
Ｏ物

Ｏ館

°/i
／域

諮

日　。

（日）場
艇!

9 a

月53

3◆日３

(日) 5
／１

月　１

曜
日記

休念
館品

れ岡

た崎
人市

゛美
展術
／館

8 ＿

月岡
２崎
a 警

團察
Ｓ署

８東

月隣

20 ‾
日豊

(E) 51
/●
月４

曜２
日８

休0
館

　　記
　　念

　　品
　　引

　　渡

　　所
　　／

　　描

　　か

ン岡

卜崎
ウ市

ル美
・術
ワ博

シ物
神館
殿＿

の中
発央

掘総
／合
７公

月園

15内
B ‾
tfc)a

S 28

9　◆
月５

3 0
日0

（日) 4
／

月記
曜念
日品

休引
館渡

　　所
　　／

　　ク

施

設
名

電

話
番

号
な

ど
／

展

覧
会
名
／

開

催
期

間
／

休

館
日

｜

｜

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月15日ｅ
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毎月第4日曜日は

Ｉ
一
般
会
計

　
　
（
商
工
費
）

　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
郵

便
局
跡
地
利
用
事
業
の
施
設
運
営
管

理
費
三
、
二
四
〇
万
円
の
追
加
補
正

　
　
（
土
木
費
）

　
小
呂
ミ
タ
ラ
イ
地
区
の
土
地
区
画

整
理
組
合
設
立
の
た
め
の
調
査
事
業

費
（
一
、
四
一
〇
万
円
）
及
び
下
水

道
特
別
会
計
繰
出
金
（
一
億
六
、
六

四
〇
万
円
）
の
増
額
な
ど
あ
わ
せ
て

二
億
二
、
四
七
五
万
円
の
追
加
補
正

　
　
（
教
育
費
）

　
岡
崎
育
英
会
学
生
寮
運
営
費
補
助

金
（
一
、
一
五
四
万
円
）
の
増
額
な

ど
あ
わ
せ
て
Ｉ
、
二
五
四
万
円
の
追

加
補
正

　
以
上
の
歳
出
補
正
予
算
に
対
す
る

歳
入
は
、
繰
越
金
、
諸
収
入
な
ど
の

補
正
を
し
て
お
り
ま
す
。

■
特
別
会
計

　
下
水
道
特
別
会
計

　
管
渠
築
造
工
事
費
な
ど
あ
わ
せ
て

一
五
億
二
、
〇
〇
〇
万
円
の
追
加
補

正■
企
業
会
計

　
水
道
事
業
会
計

　
配
水
施
設
整
備
工
事
費
九
、

六
万
円
の
追
加
補
正

不
用
品
の
有
効
利
用
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

九
五

　
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
ま
だ
ま
だ

使
え
る
の
に
い
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
の
ま
ま
ご
み
に
し
て
し
ま
う
よ

り
、
欲
し
い
人
に
譲
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
市
で
は
不
用
品
情
報
の
登

録
や
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
、
資
源
の
有
効
利
用

の
た
め
に
、
ま
た
家
計
の
節
約
の
た

め
に
も
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
情
報
項
目
　
家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア

類
、
ベ
ビ
ー
・
子
ど
も
用
品
、
家
電

製
品
、
台
所
・
家
庭
用
品
、
衣
類
、

ﾘサイつ･レの日

●リサイクルプラザの施設見学

圖サンドブラストの無料体験（受

　け付けは午後３時まで）

・再生家具、自転車の展示、抽選

　販売（抽選中込は午後２時まで）

■新聞、雑誌、ＰＥＴボトルの回

　収

回新聞・雑誌…縛つたひもはそのま

まで、袋からは出す。

・PETボトル…キャップやラペル

をとり、軽くゆすいでつぶす（透明

なものに限る）。

中央クリーンセンター

　　　　　　　　022・1　1 53
そ
の
他
の
品
物

※
　
修
理
が
必
要
な
も
の
や
、
社
会

通
念
上
不
適
切
な
も
の
な
ど
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　
　
：
－
’
‐
Ｉ
’
‐
‐
‐
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
！
‐
１
１

留
雍
品
情
報
の
登
芦
□
レ
ド
ド
ロ

　
　
‘
・
‘
－
－

　
対
象
　
市
内
在
住
の
満
2
0
歳
以
上

の
か
た
（
営
利
目
的
な
ど
の
場
合
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　
登
録
方
法
　
電
話
、
は
が
き
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
〒
4
4
4
・
：
0
0
0
2
　
市
内
高
隆

寺
町
字
阿
世
保
五
　
中
央
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
内
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
）

ま
で
不
用
品
の
詳
し
い
内
容
と
①
住

所
②
氏
名
③
年
齢
④
連
絡
先
な
ど
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
電
話
番
号
　
容
2
1
・
4
1
4
7

　
フ
ァ
ク
ス
番
号
　
厦
2
5
・
5
3
7
9

　
不
用
品
情
報
の
案
内

　
情
報
の
聞
き
方
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
に
電
話
す
る
か
、
フ
ァ
ク
ス
を

お
持
ち
の
か
た
は
で
電
話
Ｆ
Ａ
Ｘ
サ

ー
ビ
ス
　
（
酋
2
2
・
7
7
7
7
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。8月の新聞・雑誌拠点回収

　市では、学区の資源回収を利用でき

ないかたにも新聞、雑誌のリサイクル

に協力していただくため、市内の店頭

及び各市民センターで新聞、雑誌の分

別回収を行います。

　各地で名士による講演会、新聞

の華々しい報道､旗行列に花電車、

さらにチンドン屋までが広報に活

躍しました。また、調査の日時で

ある10月１日午前零時には、各地

でサイレンや大砲が鳴り、お寺や

お宮では鐘、太鼓を鳴らし、文字

どおり鳴り物入りの「国を挙げて

の一大行事」となったそうです。

国勢調査

トピックスｌ

　ご存じ？国勢調査のイメージキ

ャラクター「センサスくん」です。

　センサスくん

は、国勢調査の対

象は赤ちゃんから

お年寄りまで一人砿^ 、^

毬ａ妬

の漏れもなくとい

うことから、赤ち

ゃんをイメージし

て生まれました。

　2000年10月1日現在で、全国一

斉に国勢調査が実施されます。国

勢調査は、日本に住んでいるすべ

ての人を対象として行う最も大規

模な統計調査です。　５年ごとに実

施され、今回17回目となります。

　21世紀の住みよいまちづくりの

ために、ぜひご協力ください。

一一
　

　初回の国勢調査は80年前の大正

９年。計画段階から、実に長い年

月が費やされたそうです。それだ

けに、当時の統計関係者はもちろ

んのこと、一般の人達も「文明国

の仲間入り」を合言葉に、たいへ

んな意気込みで臨みました。

実施曜日 回収店舗名

毎週水曜 ・ケイズパークOKA店(岡町)

・酒のすぎた岡崎店

　　　　　　　　　(井田西町)

・ナフコNews (不吹町)

・ヤマナカ羽根店(柱町)

・ユーストア上和田店

　　　　　　　　　(上和田町)

＊ただし、ユーストア上和田

　店は８月23日を除く

毎週日曜Iシビコ〔公園側〕（康生通）

　　　　　・ダイェーハイパーマー卜岡

　　　　　　崎店（上六名町）

　　　　　★上六名３丁目の中央市民セ

　　　　　｜ンターをはじめ市内７市民

　　　　　｜センター

第1 ･ 3 ’ショッピングモールレス八

日曜日　（若松町）

■回収時間　午前lO時～午後４時（各

市民センターは午前９時～午後４時）

■出し方　縛つたままで、袋から出す

■回収対象　新聞・雑誌

ｅ
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我
が
家
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
と

私
の
イ
ラ
ス
ト
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
市
政
だ
よ
り
の
毎
月
１
日
号
に
掲

載
し
て
い
る
Ｉ
我
が
家
の
ス
ナ
ッ
プ

写
真
」
「
私
の
イ
ラ
ス
ト
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

我
が
家
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真

ｉ
‐
‐
‐
‐
－
－
‐
‐
‐
‐
　
‐
　
‐
‐
－
－
‐
－
‐
－
　
‐
ｉ
ｌ
‐
ｊ
　
―
－

　
赤
ち
や
ん
や
お
子
さ
ん
、
結
婚
式
、

ペ
ッ
ト
、
趣
味
な
ど
皆
さ
ん
の
ご
家

庭
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
に
簡
単
な
コ
メ

ン
ト
を
つ
け
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
微
笑
ま
し
い

写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
季
節
感
の
あ
る
写
真
は
、
季
節
を

先
取
り
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
掲
載

し
づ
ら
い
場
合
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
写
真
の
サ
イ
ズ
は
Ｅ
判
、
Ｌ
判
な

ど
の
サ
ー
ビ
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イ
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縦
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の
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を
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し
ま
す
。
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年
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番
号
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記
入
し
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〒
伽
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へ
。

そ
の
他
「
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剛
燐
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却
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せ
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け
い
さ
つ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
８
月
は
行
方
不
明
者
捜
索
の
強
化

月
間
で
す
。

特
別
相
談
所
の
開
設

　
日
時
　
８
月
３
日
俐
・
４
巳
脚

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
場
所
　
岡
崎
警
察
署

※
　
８
月
中
は
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
ま
す
。

目電話FAXサービス目

　　　　aS27777

　市からのお知らせや暮らしに必要

な情報を電話やFAXで24時間ご案

内しています。

　　　代表的なメニュー番号

　●●●今週の市政だより●●●

　　　　　　　フ○○

　　　　　(毎週月曜日変更)

　　●●●休日緊急当直医●●●

　　　　　　　100

　　　　　(毎週月曜日変更)

　●●●今週のお出かけ情報●●●

　　　　　　　601

●●●美術館･博物館の催し情報●●●

　　　　　　　602

　チャンネル｢おかざきj CATVl2ch　８月番組表 広報課報道i!)I容2 3・6007

●市広報番組｢だから☆おかざき!｣毎日8:00.10:OD.12 00、18:00,2C:00 3C分間放送毎ヨのニュースは毎ヨ!3:皿こ入れ替え両三便利吸は毎週月辺日is:oo,二入れ咎え

●市広報番組「もつと！おかざき｣２巳8,30バ03C、is:30,20:30ヨ曜:3 30,20:3Q 30分司叙込毎週n曜ヨ18.30.こ入れ盲え

●市特別番組｢市民招待席｣　合～E曜Ξ2l:00と随時放送
●市教育番組　　　　　　毎SI2:30. 15 00 2今関放送　　　　　●晨彙番組「まちむらNOW｣｢食の森｣｢故郷劇場｣母E9.00,!9:00､21,03:令一巳を諦く.放送

●緊急当直医　　　　　　ヨ･召三8:3C. 10 3G､1!'30､μ:3030分間放送　●駐車場案内丁^'Eil:OCバ43C.17:ocヨ･祝cl--:03パ700融送

時　　１日吹 ２日水　　　３日'木 4 日舎，　　5 日土1　　　6 日旧｝ ７日非　　　8 日次

8 03だからヤおかざき！▼毎日のニュース▼市民曖利帳・三河小町ズープン▼aかざき再発見・00だがら☆おかざき!▼今返x効かざき00だから☆
　　　新おかざきの酉話「竜宮の斧．▼施設めぐり・県総合運動場▼蔚知らせ　　　　　　　▼三河小町ズープン▼新昔三ほか　y1日の二ﾕース

30もつと！おかざき▼先mおかざき▼ペストセソフシヨン■アニメ'三呵武士たちの世界へ｣▼昔話･片目の鯉30緊急当直医　3C'もつと！　　30もつと！

9 00まちむらNOW 30 食の森　　　　　　　　00 故郷劇場　　　　　　　　　　　　　COまちむらNOW 30食の森

n 00駐車場案内康生･東岡崎池^の駐車陽を案内～音声解脱付きで3分ごと:こ内容を更新。

12 30 市教育番組市視聴覚ライブラリーか長年にｫつたって蓄mした映像教材なら提供。

21 00まちむ6N0W 00市民招待席▼大学誦座･青少年の問題行動(22:42終了) 00 まちむらNOW

時 9 5{* 10日内　　　11日沓 12日:±I　　　13日(日) 14日･月） 15日火j I6日(?X'･

８ 00だからラおかざき！▼毎日のニュース▼市民便利帳･美博＆子美博企画展　　▼おかざき再発見一新昔話「片目の不動さん」▼藤川宿賢料館▼お知らせ
00 Itから☆おかざき！T今返7)おかざき
　　▼美ii＆子美博企画展ぽか

00だから☆おかざき！▼毎日のニュース
　　ｙニュースで見る岡凶～平成６年

30もつと！おかざき▼先m加かざきＶベストセしノフシΞ£ﾝ･アニメ｢咸下司剛配ほか 30緊急当ｌ医 30もつと！ 3Cもつと!おかざき▼先週のおかざき

９00まちむらNOW 30食の森　　00故郷劇場 00まちむらNOW 3C食の森

n f"1駐車揚案内康生一東岡mm区の駐車藤を案内～音声解説付きで3分ごとに内容を更新。

IP 30市教育番組市視聴覚ライブラリーガ長年にわたって蓄積した映像教材から提供。

21 00まちむらNOW 00市民招待席▼スポーツ大学･生酒の中のスポーツ(21:47終了)00 まちむらNOW

時 17日湘 18日岩 19日<±) 20日(a） 21日(月j 22日吹） 23日南 24日(木

Ｂ00だから☆おかざき！▼毎日のニュース▼ニュースで見る琢瘤
　　～平成6年▼「水体認師」▼六ツ美民俗資料館ほが

00だから☆おかざき｜▼今遁防府かざき
　　▼ニュースで見る岡崎～平成６年

00だから☆おかざき！▼毎日のニュース▼９目の
　　おでだけ暦▼新昔話「灸寺の白ぎつね」ぽか

30もつと！おかざき▼先週のおかざき▼アニメほか 30緊急当直医 30もつと！ 30もつと！おかざき▼先週のあがざき▼フフニメほが

９00 まちむらNOW 00故mm場 00 まちむらNOW 30食の森

11 00駐車掘案内康生一東岡mm区の駐車場を案内～音声解説付きで3分ごと[こ内容を更新。

le 3C市叡育番組市視聴覚ライブラリーガ長年にねたって蓄積した映像教材がら提供。

21 oc まちむらNOW 00市民招待席▼｢古代アンデス文明｣(22:3D終了) 00 まちむらNOW

時 25日會 26 a (±) 27日(s) 28日卯 29日火 30日水 31日本 １日沓

８00だから☆おかざき！T毎日のニュース
　　▼９月のおでかけ暦ほか

00だから☆ぉかざき！▼今鼎刀35かざき
　　▼9月のａでかけ暦ほか

00だから☆おかざき！▼毎日のニュース▼市民便利阪・家庭での防災対策
　　▼新政話「桜婆」▼施設めぐり・農業バイオセンターほが

'IPもつと!おかざき▼先週のおかざき30緊急当直医 30もつと！　　!30もつと!おかざき▼先遇公3^かざき▼ペストセレクション･レスキユ-mmく再）

９00故郷劇場 00まちむらNOW 30 食の森 00故郷劇場

11 00駐車場案内康生･東岡m地区の駐車場を案内～音声解説付きで3分ことに内容を更新。

12 30市教育番組市視mm.ライブラリーガ長年に杓たって蓄積した映像教材から提供。

^] 00市民招待席▼大学講座･環境としての｢ひと｣(23:0a終了)00まちむらNOW OD市民招待席

エフエム岡崎76.3mhz　　　月～金曜日の午前10時～と午後6時45分～（再）15分間放送

月～金おかざきNOW(お知らせ）月ト農遊館だより･今週のOKAZAKI 火ト市役所探訪水トみんなの学校木ドミュージアム探訪金･･おでかけ情報

※都合により番組内容を変更することがあります。

市政だより／おかざき2000年(平成12年)7月15日ｅ



ｅ

■■
■

８月の保健だより

住民検診
　　●
(無料)

　　●

■■
　■

　■
■■

のお知らせ

　結核及び生活習慣病の早期発見と

健康な暮らしを守るため、年に一度

は住民検診を受けましょう。

・基本健康診査

　運動不足のかたや肥満のかた、ひ

どい肩こり、めまい、息切れ、むく

み、疲れやすい、だるい、のどか渇

くなどの自覚症状のあるかたは、ぜ

ひ受けてください。

●対象:40歳以上65歳未満（昭和io

年７月｜日から35年３月３旧までに

出生）のかた（人間ドック、職場検

診、会社家族検診受診者及び受診予

定者は除きます）

●内容：身体計測、血圧測定、尿検

査、血液検査（コレステロール・中

性脂肪・肝機能・腎機能・貧血・血

糖）、必要と認める場合は心電図、眼

底検査

■大腸がん検診

　住民検診の会場で採便容器をお渡

ししますので、便を採取して、最寄

りの協力医療機関の専用ボックスに

入れてください。

●対象：基本健康診査と同じ

●内容：便潜血検査（二日採便法）

・結核健康診断・肺がん検診

●対象：４月１日現在で15歳以上の

かた（勤務先で受けているかた、就

学者、人間ドック受診予定者、妊娠

中のかた及び療養中のかたは除きま

す）

●内容：胸部エックス線間接撮影

（必要と認める場合には喀痰細胞診）

■女性健康診査

●対象:18歳以上40歳未満（昭和36

年４月｜日から57年３月31日までに

出生）の女性

●内容：身体計測、血圧測定、尿検

査、血液検査（コレステロール・中

性脂肪）、骨密度測定（希望者）

・身体計測・血圧測定・尿検査

●対象:18歳以上40歳未満（昭和36

年４月｜日から57年３月31日までに

出生）の男性

■歯科健康診査

　歯周病の予防と口腔内の異常が早

期発見できます。

●対象：歯について相談したいこと

があるかた

●内容：歯科医師による個別健診、

歯科衛生士によるブラッシング指導

■健康相談

●対象：健康について相談したいこ

とがあるかた

●内容：保健婦による個別相談

・健康手帳をお持ちのかた、眼

　鏡の必要なかたは、必ずお持

　ちください。

・ボタンや金具、刺しゅうなど

　のついていない肌着を着用し

　てきてください。

・人間ドック、職場検診、会社

　家族検診の受診者及び受診予

　定者は除きます。

・空腹時（朝食または昼食抜

　き）に受診すると、より正確

　な受診結果が期待できます。

月日 区別 会　　　場 月日 区別 会　　　場 卜日 区別 会　　　場 月日 区別 会　　　場

詔伽
午前

岡崎市保健ｾﾝﾀ
〕

31日木
午前

矢作市民センター 18日月
午前

本宿学区市民ホーム ３日叫
午前 北野学区市民ホーム

午後 午後 午後 午後 矢作北学区市民ホーム

17日困
午前 常磐学区市民ホーム|

陪。
午前

矢作東学区市民ホ一一ム÷ 午前

午後
緑斤学区市民ホーム ４日伽

午前
六ﾂ美中部学区市民ﾎｰﾑ

午後 岡崎市立看護専門学校 午後 午後

18日産
午前 六ﾂ美北郡学区市民ﾎｰﾑ

４日月〕
午前

羽根学区市民ホーム÷
午前

矢作西学区市民ホーム ５日木
午前 常磐東学区市民ホーム

午後 六ﾂ美西部学区市民ﾎｰﾑ 午後 午後 午後 常磐南学区市民ホーム

21日月
午前

----一
午後

大樹寺学区市民ホーム ５日火

午前

=-J n
午後

大門学区市民ホーム ei日凩
午前

---一一
午後

細川学区市民ホーム

一

山中学区市民ホーム

日日翻

午前

ﾐｰ--一

午後
岡崎市保健センター

22日叫
午前

矢作南学区市民ホーム ６日伽
午前 奥殿学区市民ホーム

已2日産
午前

10日火
午前

福岡学区市民ホーム
午後 午後 恵田学区市民ホーム 午後 午後

E3日水
午前

広幡学区市民ホーム ７日附
午前

梅園学区市民ホーム

一

岡崎市保健センター

25日月

－--

E6日脚

午前
岡崎市保健センター 11日伽

午前
六名学区市民ホーム

午後 午後 午後 午後

24日南
午前

上地学区市民ホーム ８日宙
午前 午前 藤川学区市民ホーム

12日附
午前

井田学区市民ホーム
午後 午後 午後 竜谷学区市民ホーム 午後

25日童
午前

美合学区市民ホーム 11日月
午前 秦梨学区市民ホーム

E7日次
午前 岡崎学区市民ホーム

13日出
午前

愛宕学区市民ホーム
午後 午後

¶　＝午前

=--一一
午後

生平学区市民ホーム 午後 城南学区市民ホーム 午後

ee日月
午前

軸-･-w
午後

大樹寺学区市民示－ム IE日火 六ﾂ美南a吽区市民不一ﾑ28日南
午前

午後
大平市民センター IB日m

午前

午後
岩津学区市民ホーム

89日火
午前

一一---
午後

岡崎市保健センター 13日伽
午前

午後
竜美丘学区市民ホーム 29日産

午前

---一一
午後

南部市民センター

一一

根石学区市民ホーム

17日火
午前
----一
午後

岡崎市保健センター

30日氷
午布」三島学区市民ホーム

u日木
午前 蓑岡地縁会館

闇何
午前 Co;受f寸日寺尾1

　午i跨･･･9日寺30分～1I回寺30分
　午f麦･･･1 彫呑30分~3S寺30分午後 小豆坂学区市民ホーム 午後 連尺学区市民ホーム 午後



會

　　　　●
風しんの予防接種
　　　　●

対象：平成目年６月30日までに出生

した７歳６ヵ月未満の子どものう

ち、風しん（三日はしか）またはＭ

M R （麻しん・おたふくかぜ・風し

んの混合）の予防接種が未接種で、

風しんにかかったことのない子ども

期間：８月｜日～平成13年２月28日

通知及び予約：対象者には通知書を

７月末までに郵送しますので、通知

書の裏面に掲載の医療機関に予約を

して受けてください。なお、対象者

で通知ﾆｶ=が届かない場合は、保健課

まで連絡してください。

　　　　　　　●

　風しん（中学生）の予防接種

　　　　　　　●

対象：中学校２年生及び３年生（昭

和60年４月２日から昭和62年４月１

日生まれ）のうち、風しん（三日は

しか）またはMM R （麻しん・おた

ふくかぜ・風しんの混合）の予防接

種が未接種で、風しんにかかったこ

とのない生徒

日時：８月｜日～平成13年２月28日

通知及び予約：対象者には通知書を

７月末までに郵送しますので、通知

書の襄面に掲載の医療機関に予約を

して受けてください。なお、対象者

で通知書が届かない場合は、保健課

まで連絡してください。

　また、市外の学校などに通学して

いるかたや転入したかたですでに接

種済みのかたは接種できません。

　　　●

胃がん休日検診
　　　●

対象：市内在住の40歳以上のかた

　(ただし、本年度人間ドック検診、

胃がん検診を受けたかたと、申し込

み済みで受診予定のかたを除く)

実施期間：8 ～9月の日曜日

検診場所：保健センター

検診料:900円

申込方法：はがきに①胃がん休日検

診②住所③氏名(ふりがな)④生年月

日⑤電話番号を記入し、〒444…8601

岡崎市役所保健課保健班へ。電話で

の受け付けはしません。

申込期限：８月４日吻まで

その他：申し込み後、検診の日時な

どを個人に通知します。

　　　　　　　●

三種混合・二種混合の予防接種

　　　　　　　●

　三種混合（ジフテリア･百日せき・

破傷風）、二種混合（ジフテリア・破

傷風）第１期初回の予防接種を実施

します。
-

一
一 種　混　合

対象：平成目年７月１日から12月31

日までに出生した未接種の子ども

接種方法：３週間から８週間の間隔

で３回接種
し芭コ［亙玉

対象：三種混合対象者のうち、百日

せきにかかったことのある子ども

接種方法：4週間から６週間の間隔

で２回接種

期間：８月｜日～平成13年２月28日

通知及び予約：対象者には通知書を

７月末までに郵送しますので、通知

書の裏面に掲載の医療機関に予約

をして受けてください。なお、対象

者で通知書が届かない場合は、保健

課まで連絡してください。

　　　　　●

筋拘縮症（大腿四頭筋、

三角筋、脊筋）の健診

　　　　　●

　次のような症状が見られる子ども

さんの中には、大腿四頭筋や三角筋、

愕筋など、筋肉に異常がある場合が

あります。整形外科の医師による健

康診査と相談（無料）をご利用くだ

さい。

|姓状｡(Dm］歩き方がおかしい、足を

引きずる、よくころぶ、股を開いて

歩く、座り方がおかしい、正座がで

きない、座ったときに股が開く、座

ると後ろへ倒れやすい、姿勢がおか

しい、腕が体につかない、肩の動き

がわるい、肩を痛がる、肩で音がす

る、腕が疲れる、太もも・尻・腕に

しこりがあるなど。

日時：８月17日南　午後１時30分

～２時受付

場所：岡崎保健所I 階診察室

申込先：岡崎保健所地域保健課保健

指導担当（予約制）

歯科平日夜間案内

歯科平日夜間診療所

(緊急医療センター･六供町)

容21 ・８０００／０５０１

受付時間:午後7時30分～10時30分

　　　　　●

脳ドック検診後期募集
　　　　　●

　動脈硬化の危険因子（高血圧症、

糖尿病、高脂血症、心疾患、喫煙習

慣など）をお持ちのかた、家系に脳

卒中や脳動脈瘤のあるかたなど、脳

疾患に不安のあるかたは、この機会

にぜひ受診してください。

対象：市内在住の^o歳以上のかた

実施期間:10～3月

検診場所：岡崎市医師会公衆衛生セ

ンター

募集定員:200人（申込者多数の場合

は公開抽選）

検査項目：問診、頭部M R I （断層

撮影）、頭部ＭＲＡ（脳動脈撮影）

検査時間：約45分

検診料:15,750円（岡崎市国民健康

保険に加入のかたは7,800円）

申込方法：はがき（一人一葉）に①

脳ドック検診②住所③氏名（ふりが

な）④生年月日⑤電話番号⑥岡崎市

国民健康保険に加入のかたは保険証

の被保険者証記号番号を記入し、〒

444…8601　岡崎市役所保健課保健

班へ。電話での受け付けはしません。

申込期限：７月31日（月）まで（当日消

印有効）。

抽選日時及び抽選会場：８月９日伽

10時から福祉会館３階3 0 I号室で

行いますU抽選結果については、後

日通知します。

注意事項：磁気内検査のため、体内

に金属のあるかた（心臓ペースメー

カーを埋設されているかたなど）は、

検診できない場合があります。該当

するかたは事前に岡崎市医師会公衆

衛生センター（豊52 ・ 1570）までお

問い合わせください。

　　　　　　　●

健康相談(健康に関する
　　　　　　　●

持参するもの：健康手帳

８月の日程

-

も ＝ -

と）

日　時 内　　　容

21H(H)

午前9時30

分～11時

●個別相談［健康・乍活習

　慣の相談など］

●血圧測定・尿検査・塩分

　濃度測定

●健康度チェック

●･正しいウォーキング指導

場　所保健センター

※20歳以上のかたならどなたでも参

加できます。みんなで健康づくりを｡/

市政だより／岡崎2000年(平成12年)7月15日ｅ



ｅ

■■
■

８月の保健だより
■■

　　　　　　　●

　　ヘルシーマタニティクラス

　　　　　(母親教室)

　　　　　　　●

●妊娠中のかたでペアで参加できるかた(＊)

日　時 テーマと内容

８月1811

金午後１

時～３時

30分

｢妊娠中のわたしのからだと夫

　の役割について｣

・妊娠中に気をつけたい病気に

　ついて

・夫の役割って？

講　師 産婦人科医帥・保健婦

●妊娠８ヵ月までのかた

日　時 テーマと内容

８月31日

木午前10

時～正午

｢母乳で育てたいかたのおっば

　いのお話｣

・妊娠中のおっぱいの手入れ

・mi育児(抱き方．飲ませ方}

講　師 助産婦・傑健婦

場所：保健センター

持参するもの：母子健康手帳、筆記

用具

申込方法：はがきに①住所②氏名③

妊娠月数④電話番号⑤希望日を記入

し、〒444…8601　岡崎市役所保健課

健康指導班へ。電話での受け付けは

しません。

申込期限：実施日の｜週間前必着

募集人員:40人

※お父さん、おばあちゃんになられ

るかたの参加も歓迎。一緒に学びな

がら楽しく仲間づくりもできます。

　（＊）「ペア参加」というのは、その

かたの育児協力者（お父さん、おば

あちゃん、おじいちゃんになられる

かたなど）との参加をいいます。ま

た、｜人でも参加できます。

●保健センターの教室

■健康講座（募集人員50人）

日時：９月７日休）午後１時30分

～３時30分（受付午後１時～）

内容：講話、運動の紹介、質疑応答

講師：岡崎市医師会　斉藤好道氏

持参するもの：健康手帳（お持ちで

ないかたは当日受付へ）

申込方法：事前に電話で保健課健康

　　　　●
のびのび育児相談
　　　　●

■■
　■

　■
■■

対象：Ｏ歳児を育てている母親

持参するもの：母子健康手帳、バス

タオル

８月の日程

日(i>i〉 時　間 内　容

4 口吻 午前９峙30分

～11時

母糾司±の話し

介い。保健婦に

よる子脊て相

談･身体計iilil(希

望者)．了･どもの

遊び方、遊ばせ

方指導など

場所 屯美斤健診センター

※育児に不安や悩みのあるかた、発

育を確認したいかた、お母さん同士

話し合いたいかた、子育てについて

勉強したいかたなど、誰でも気軽に

参加できる場です。

竜美丘健診センター案内図

Ｎ

叫
－
パ

L^南跨パスのり‘ｇ

¬

　　　　　　１

●心溥口

-
尽]ｙ

洋乙

名鉄バス(東岡崎駅南口発)｢竜美西｣

下車徒歩約１分

※公共交通機関をご利用ください。

指導班S23・6084へ

■健康料理教室（募集人員30人）

　

四回言］

　「野菜を上手に摂る工夫」

匹26B司

　「がんを防ぐ食生活」

時間：午前10時～午後Ｏ時30分（受

付９時45分～）／内容：講話、調理

実習、試食／講師：栄養士、保健婦

　　　　●
子どもの健康診査
　　　　●

8月の日程

○４ヵ月児(平成12年４月生まれ)

日(曜) 持ち物

9 ll水･22II('A)･23日水

25日剛･29日㈹

母子mm手帳、

バスタオル

場所竜美庄健診センター

○1歳６ヵ月児(平成11年1月生まれ)

日(曜) 持ち物

3 ＼＼休･･４

8 日㈹･10

2iuりi)･24

^虚･^ 日m

｜床･17日巾

|宋･281.1m

叫子健康手帳、

通知言く問診票）

了･どものハブラシ

蝸所竜美丘健診センター

○3歳児(平成９年７月生まれ)

a(曜) 持ち物

１日叱･２日南･Ｕ日翻

16日水

母子健康-f･帳、

通知書(問診票)

検査mの尿

場所屯美丘健診センター

※７月末までに通知書を郵送します。

※指定の日時に都合の悪いかた、転

入または該当するかたで通知書のな

いかたは、保健課健康指導班までご

連絡ください。

保健センター案内図

　，
匹二

乙j･

公25 ・ 1144

／持参するもの：エプロン、健康手

帳(お持ちでないかたは当日受付へ)

／申込方法：はがきに①住所②氏名

③年齢④電話番号⑤テーマを記入し

〒444…8601　岡崎市役所保健課健康

指導班へ。電話での申込は不可／申

込期限：８月11日廊

※必ず２回とも出席できるかたに限

ります。
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十四人面金冠

(企画展7クントワル･ワシ神殿の発掘－アンデス最古の黄金芸術.l

展示品紹介)

岡崎市美術博物館

　1989年、クントゥル・ワシ神殿で最初に発兄された紀元前800年ご

ろの黄金製品です。幅46.5r、高さlsr、重さ250 rの薄い板状の金

の冠には、上下２段に７個ずつ、計14個の六角形の切り抜きがあり、

その縁は帯が互い違いに交差しています。そして六角形の窓には、そ

れぞれ金の板に打ち出された人の顔を吊るしています。

　９月３日（日）まで岡崎市美術博物館で開催巾の企画展

　「クントゥル･ワシ神殿の発掘－アンデス最古の黄金

芸術」から１点を紹介します。

　この冠が出土した「十四人面金冠」の墓は神殿中央部の床下に埋め込まれ

た状況で見つかり、老年の男性が埋葬されていました。おそらく神官などの

高い地位にあった人物を、神殿建立の儀礼にあたって葬ったと考えられます。

　冠に吊るされた顔は龍に入れられた死者の首、すなわち神への捧げものな

のです。人間にとって最も大切な命、それを差し出し、また表現することに

よって、引き換えに良好な気候、m穣、健康、多産といった神の恩恵を、ク

ントゥル・ワシの人々は願ったのでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文／学芸課学芸員　伊藤久美子

,
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≡B E ぶ―
■―　ＺΞ　　　　　　　岡崎市医師会　萱52･1571
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６日 13日　　　　　　　　20 a 27日

午

前
９

時
Ｓ

正
午

午

後
２

時Ｓ
６
時

内科

又
は
小

永坂内科医院
(羽根)
H511511

志貴こどもクリニック　　宮地医院
（柱）　　　　　（柱）
a58 ・１361　　　　　S51 ・3366

岡田胃腸科クリニック
(若松東)
S54・0125

深田小児科
(井田)
S24・2428

須田クリニック　　　　　きとう医院
（鴨田本）　　　　　{ 滝)
Q23・801 1　　　　　e46・2133

吉田医院
(宇頭)
031 ・51 １０

呉　山中クリニック

　　(稲熊）　　，027・1919

三嶋内科病院
（六供3）
酋22 ●3232

岸本内科
(稲熊)
S25●1201

大原内科医院
（伝馬5）
321 ・0013

馴鮮江ｸｸ 竜美ヶ丘整形外科
(竜美中)
驚54・1515

ワシミ整形外科
(久後崎)
O52・881 1

光ケ丘クリニック
(戸崎)
S54・５５００

産婦人科

山中産婦人科
（中町6〉
G2^ ・8014

救急医療情報センターQ(21 ・1 133）へお問い合わせください

皮

膚科

ぉぉほりクリニック
(宇頭)
331・3688

須田クリニック
(鴨田本)
a23・801 1

きとう医院
（滝）
346●2133

岡田胃腸科クリニック
(若松東)
Q54・0125

耳鼻

咽喉
科

山本耳鼻咽喉科
（連尺1）
Et21・0359

西山クリニック
(幸田)
登62・8781

天野耳鼻咽喉科
(羽根)
S51・8741

犬塚耳鼻咽喉科
(上里)
c26・3314

眼
科

橋本眼科医院
(三崎)
公53●9904

ほしの眼科
(康生南)
Q28・141 1

鍋田眼科医院
(中島)
043●2046

桐渕アイクリニツク
(羽根)
351 ・ 1279

二次病院
午後6時~
翌朝9時

宇野病院
(中岡崎)
a24●2211

県立愛知病院
（欠）
021・6251

岡崎三田病院
（欠）
a22●7501

岡崎南病院
(羽根東)
昔5i・5434

歯　科 緊急医療センター（六供町三本松Bの1六供浄水場西約100m）豊21●8000受付時間／午前9時～11時午後1時～3時

●夜間急病診療所（医師会公衆衛生センター)公52･1906受付時間／午後ﾌ時30分～10時30分

●歯科平日夜間診療所（緊急医療センター)昔21・8000 受付時間／午後７時30分～10時30分

●救急医療情報のご利用は…公2･133　●救急は…ai19へ　●三次病院…岡崎市民病院021･8111

■編集・発行　広報課／匝呵雨覆願〒444-8601岡崎市十王町2丁目9番地　萱0564・23・6495 (代表)

Ｉ岡崎市ホームページ　http://ｗｗｗ.city.okazaki.aichi.jp
＠
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